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わ
れ
ら
麗
澤

今
が
出
番
で
す

麗
澤
教
育
80
周
年

記
念
企
画

教
育
者
座
談
会

教
育
に
道
徳
を

子
供
に
生
き
る
力
を

注 目

麗
澤
会
全
国
大
会 

開
催
ニ
ュ
ー
ス

麗陵祭実行委員の皆さん



麗
澤
教
育
の
発
展
を
期
し
て

学
校
法
人
廣
池
学
園
　
常
務
理
事

長
井
　
孝
介
（
29
高
）

　

麗
澤
教
育
が
ス
タ
ー
ト
し
て
80
年
と
い
う
節
目
の
年
を

ま
も
な
く
終
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
迎
え
る
平
成

28
年
は
、
奇
し
く
も
学
園
創
立
者
・
廣
池
千
九
郎
先
生

（
１
８
６
６
―
１
９
３
８
）
の
生
誕
１
５
０
年
に
当
た
り
ま

す
。

　

創
立
者
の
遺
志
を
受
け
継
ぐ
学
園
と
公
益
財
団
法
人
モ
ラ

ロ
ジ
ー
研
究
所
両
法
人
が
連
携
し
、
こ
の
記
念
年
を
如
何
に

迎
え
る
か
に
つ
い
て
「
学
祖
生
誕
１
５
０
年
記
念
事
業
委
員

会
」
を
立
ち
上
げ
、
1
年
以
上
か
け
て
話
し
合
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
そ
し
て
両
法
人
が
協
働
し
て
取
り
組
む
事
業
と
各

法
人
が
主
体
的
に
取
り
組
む
事
業
と
が
決
定
し
、
実
施
・
開

催
に
向
け
て
の
準
備
が
始
ま
り
ま
し
た
（
詳
細
は
学
園
Ｈ
Ｐ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

　

対
内
的
に
は
廣
池
千
九
郎
の
遺
志
の
再
確
認
、
及
び
両
法

人
の
使
命
と
役
割
に
つ
い
て
自
覚
と
決
意
を
新
た
に
す
る
こ

と
、
対
外
的
に
は
廣
池
千
九
郎
の
人
と
思
想
、
業
績
を
広
く

社
会
に
伝
え
る
こ
と
を
主
眼
と
し
て
い
ま
す
。
特
に
学
校
教

育
に
お
け
る
道
徳
教
育
貢
献
事
業
は
ま
さ
に
時
宜
を
得
た
も

の
で
、
道
徳
の
教
科
化
に
向
け
た
社
会
の
動
き
の
中
で
、
今

れ い た く の 森

�� � � �� � � 	 
 � � 
 � �



こ
そ
私
た
ち
両
法
人
の
お
役
の
立
ち
時
と
言
え
る
で
し
ょ

う
。

　

さ
て
、
私
の
麗
澤
教
育
と
の
出
会
い
は
自
ら
寮
生
活
を
望

ん
で
の
麗
澤
高
校
進
学
で
し
た
が
、
麗
澤
会
員
の
皆
さ
ん
も

自
ら
望
ん
で
麗
澤
各
校
に
学
び
の
場
を
求
め
、
ま
た
全
員
が

満
足
し
て
卒
業
さ
れ
た
と
思
い
た
い
の
で
す
が
、
現
実
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。
全
寮
制
時
代
と
通
学
制
導
入
後
で
の
母

校
に
対
す
る
思
い
に
も
濃
淡
が
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
し
か

し
不
思
議
に
も
親
と
な
っ
た
と
き
に
我
が
子
、
孫
に
も
や
っ

ぱ
り
麗
澤
に
行
か
せ
た
い
と
い
う
思
い
が
募
っ
て
く
る
の
は

な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
家
族
に
も
似
た
友
と
の
出
会
い

や
仲
間
と
の
深
い
絆
を
結
ぶ
絶
好
の
機
会
が
そ
こ
に
あ
る
こ

と
を
忘
れ
て
は
い
な
い
か
ら
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。

　

先
日
、
高
校
時
代
の
友
人
の
孫
（
小
４
）
と
私
の
孫
（
年

長
）
と
が
一
緒
に
キ
ャ
ン
プ
を
す
る
機
会
が
あ
り
、
ツ
リ
ー

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
（
左
下
写
真
）
に
初
挑
戦
し
て
い
る
姿
を
下

か
ら
見
上
げ
て
い
た
時
に
ふ
と
思
っ
た
こ
と
、
そ
れ
は
麗
澤

と
い
う
高
木
に
伝
統
と
い
う
ロ
ー
プ
を
頼
り
に
自
ら
の
力
で

登
っ
て
い
く
孫
た
ち
の
さ
ま
、
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
累
代
教
育

と
い
う
も
の
で
は
な
い
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

学
園
並
び
に
麗
澤
会
の
発
展
は
、
麗
澤
で
学
び
た
い
、
麗

澤
を
卒
業
し
て
良
か
っ
た
、
そ

の
よ
う
に
麗
澤
教
育
を
誇
り
に

思
え
る
若
い
世
代
を
ど
れ
だ
け

育
て
て
い
け
る
か
に
か
か
っ
て

い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
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記
念
大
会
は
Ｕ
Ｓ
Ｊ
内
の
パ
ー

テ
ィ
ー
会
場
を
貸
し
切
っ
て
行
わ
れ
、

会
員
と
そ
の
家
族
、
乳
幼
児
か
ら
70
代

ま
で
３
６
０
人
が
一
堂
に
集
い
ま
し

た
。

　

午
前
11
時
30
分
に
大
会
責
任
者
で
あ

る
岡
田
恭
彦
会
長
の
３
つ
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
「
確
か
め
よ
う
麗
澤
の
き
ず
な
！　

伝
え
よ
う
４
万
人
の
感
謝
！　

力
を
合

わ
せ
よ
う
母
校
支
援
！
」
の
掛
け
声
の

も
と
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
廣
池
幹
堂

名
誉
会
長
に
続
き
、
蟹
井
克
也
・
麗
澤

瑞
浪
中
高
校
長
、
黒
須
里
美
教
授
（
麗

澤
大
学
長
代
理
）、
竹
政
幸
雄
・
麗
澤

中
高
校
長
の
挨
拶
の
後
、
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
・
ス
タ
ジ
オ
が
誇
る
エ
ン
タ
ー
テ
イ

ン
メ
ン
ト
シ
ョ
ー
の
数
々
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。
途
中
の
会
食
や
ス
ピ
ー

チ
を
は
さ
み
午
後
２
時
ま
で
歓
談
と
ア

メ
リ
カ
仕
込
み
の
プ
ロ
の
シ
ョ
ー
を
楽

　

平
成
27
年
（
２
０
１
５
）
は
、
創
立
者
廣
池
千
九
郎
博
士
の
昭
和
10
年
（
１
９
３
５
）

道
徳
科
学
専
攻
塾
の
開
設
か
ら
80
年
と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え
、
麗
澤
会
員
は
４
万
人
を

超
え
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

　

麗
澤
会
で
は
、
こ
の
80
周
年
を
機
に
「
4
万
人
の
感
謝
」
の
気
持
ち
を
込
め
、「
麗
澤

会
の
『
絆
』
を
よ
り
強
め
る
」「
母
校
の
将
来
の
発
展
を
願
う
」「
恩
人
・
恩
師
に
感
謝
を

す
る
」
こ
と
を
趣
旨
と
し
、
併
せ
て
若
い
世
代
へ
き
ち
っ
と
そ
の
価
値
を
継
承
す
る
た

め
、「
麗
澤
会
全
国
大
会 
祝　

廣
池
学
園
創
立
80
周
年
記
念
」
を
企
画
。
全
国
大
会
前
夜

祭
と
し
て
「
天
満
宮
船
渡
御
」
を
平
成
27
年
7
月
25
日
（
土
）
に
、「
全
国
大
会
」
を
26

日
（
日
）
に
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ス
タ
ジ
オ
・
ジ
ャ
パ
ン
を
会
場
に
開
催
し
ま
し
た
。

確
か
め
よ
う
麗
澤
の
き
ず
な　

伝
え
よ
う
４
万
人
の
感
謝

オープニングで挨拶される廣池幹堂名誉会長オープニングステージのエルビス・
オノ（小野剛副会長）

若手会員の司会で大いに盛り上がりました

麗
澤
感
い
っ
ぱ
い
の

記
念
大
会

麗澤会全国大会麗澤会全国大会麗澤会全国大会
祝廣池学園創立80周年記念

若
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し
み
ま
し
た
。

　

シ
ョ
ー
後
半
は
会
場
参
加
型
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
。
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
の
振
り
付
け

に
あ
わ
せ
て
、
会
場
の
あ
ち
こ
ち
で
ダ

ン
ス
が
始
ま
る
と
熱
気
が
一
気
に
上

昇
。
壇
上
で
恩
師
や
役
員
と
パ
フ
ォ
ー

マ
ー
と
の
サ
ー
ク
ル
ダ
ン
ス
が
始
ま
る

と
大
き
な
歓
声
が
上
が
り
、
老
若
男
女

全
員
が
麗
澤
の
絆
を
強
め
、
一
体
感
を

実
感
し
ま
し
た
。
大
勢
参
加
し
て
く
れ

た
未
来
の
麗
澤
会
員
も
存
分
に
楽
し
ん

で
く
れ
て
い
ま
し
た
。

　

シ
ョ
ー
の
合
間
を
縫
っ
て
各
テ
ー
ブ

ル
で
は
久
し
ぶ
り
に
会
っ
た
旧
友
と
の

歓
談
、
初
め
て
参
加
さ
れ
た
会
友
の

方
々
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、
ど
ち
ら

が
恩
師
か
分
か
ら
な
く
な
っ
た
先
輩
方

も
初
め
て
の
ス
タ
イ
ル
の
大
会
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
い
た
よ
う
で
し
た
。

　

記
念
大
会
と
な
っ
て
、
遠
方
か
ら
も

バ
ス
を
仕
立
て
て
グ
ル
ー
プ
参
加
し
た

県
支
部
も
あ
り
、
参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ

開
会
ま
で
の
時
間
、
思
い
思
い
に
パ
ー

ク
内
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
楽
し
ん
だ

り
、
話
題
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
「
ワ
ー

ル
ド
・
オ
ブ
・
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
」

を
家
族
で
楽
し
ん
だ
方
も
お
ら
れ
ま
し

た
。
大
会
後
も
時
間
の
許
す
限
り
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
を
楽
し
み
、
中
に
は
夜
の

パ
レ
ー
ド
ま
で
満
喫
し
た
方
も
お
ら
れ

ま
し
た
。

ＵＳＪに全国360名集う

全体写真

ステージと参加者が一体となったダンスタイム乳幼児から70代まで360人が集い、麗澤の絆を実感地元・関西だけでなく日本各地から
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行き交う奉拝船や両岸、橋上の見物の人たちと「大阪締め」で挨拶 奉拝船でいただくお弁当は格別昨年に続いての神事参加です

奉
拝
船
で
絆
む
す
ん
だ

前
夜
祭

　

前
日
の
７
月
25
日
に
は
前
夜
祭
と
し

て
、
昨
年
に
続
き
、
日
本
三
大
祭
「
天

神
祭
」
の
神
事
「
船
渡
御
」
に
廣
池
幹

堂
名
誉
会
長
ご
夫
妻
を
は
じ
め
、
各
母

校
の
恩
師
を
お
招
き
し
、
総
勢
１
４
６

名
が
乗
船
し
た
麗
澤
会
奉
拝
船
が
飛
翔

橋
か
ら
出
発
し
ま
し
た
。

　

例
年
の
よ
う
に
一
気
に
夏
が
来
た
晴

天
の
も
と
、
暑
さ
も
一
段
と
増
し
た
中

で
、
天
満
宮
の
陸
渡
御
に
引
き
続
い
て

行
わ
れ
る
船
渡
御
に
麗
澤
３
校
の
奉
納

船
を
出
し
ま
し
た
。
３
校
の
幟
旗
を
立

て
て
の
参
加
で
す
。

　

廣
池
名
誉
会
長
の
挨
拶
の
後
、
各
校

の
恩
師
紹
介
も
行
わ
れ
、
恩
師
の
ご
挨

拶
が
済
む
頃
に
は
、
夕
暮
れ
が
迫
り
ま

す
。
さ
す
が
の
暑
さ
も
和
ら
い
で
く
る

頃
に
は
出
航
で
す
。
お
よ
そ
２
０
０
隻

が
行
き
か
う
際
に
は
大
阪
締
め
の
手
締

め
が
挨
拶
の
習
わ
し
で
す
。
御
神
霊
を

お
祭
り
し
た
御
鳳
輦
船
に
は
２
礼
２
拍

手
１
礼
で
お
迎
え
し
ま
す
。
そ
の
ほ
か

能
船
や
文
楽
船
な
ど
が
行
き
か
い
、
自

由
に
動
き
回
る
大
阪
名
物
ど
ん
ど
こ
舟

な
ど
も
行
き
か
い
、
い
や
が
う
え
に
も

盛
り
上
が
り
、
賑
や
か
な
中
で
お
互
い

の
旧
交
を
温
め
、
麗
澤
の
絆
を
強
め
ま

し
た
。

　

大
川
（
淀
川
）
の
両
岸
や
橋
の
欄
干

に
は
見
物
客
が
鈴
な
り
で
、
期
間
中
の

人
出
は
お
よ
そ
１
０
０
万
人
と
も
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
を
各
奉
納
船
が

行
き
か
う
光
景
は
ま
さ
に
一
大
パ
ノ
ラ

マ
で
す
。
今
年
は
特
に
奉
納
花
火
が
見

事
で
、
花
火
が
真
上
に
上
が
る
さ
ま
は

圧
巻
。「
一
度
は
参
加
し
た
い
」「
一
度

は
奉
納
船
に
乗
っ
て
み
た
い
」
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
ま
さ
に
初
め
て
の
方

は
異
口
同
音
に
お
っ
し
ゃ
る
の
が
よ
く

分
か
り
ま
す
。

　

ま
た
、
船
上
で
は
麗
澤
会
の
次
世
代

を
担
う
「
関
西
ゾ
ー
ン
」、「
東
海
ゾ
ー

ン
」、「
首
都
ゾ
ー
ン
」、
そ
し
て
「
れ

い
こ
う
麗
澤
会
」
の
若
手
会
員
20
名
が

「
お
も
て
な
し
の
心
」
で
参
加
者
に
お

弁
当
や
飲
み
物
な
ど
を
配
る
お
手
伝
い

を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

下
船
後
、
参
加
者
は
い
よ
い
よ
明
日

の
記
念
大
会
に
備
え
て
宿
舎
や
家
路
に

急
が
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
お
手
伝
い

を
し
て
い
た
だ
い
た
青
年
の
方
は
、
後

片
付
け
を
し
た
後
に
打
ち
上
げ
。
盛
り

上
が
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
本
当

に
ご
苦
労
様
で
し
た
。

　

来
年
度
も
麗
澤
会
で
は
船
渡
御
に
奉

納
船
を
出
す
こ
と
が
決
ま
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
一
度
乗
っ
て
み
た
い
と
い
う

方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

 

（
麗
澤
会
大
阪
府
支
部
／
藤
岡
庸
一
） 

麗澤会全国大会麗澤会全国大会麗澤会全国大会

今年は146名が乗船次世代を担う若手会員20名の「おもてなし」スタッフ

行
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落語家桂三金師匠（右）の司会で大盛り上がり

辻
本
篤
史
・
公
実
子
（
42
高
）、
風
澤
秀
夫
（
28
高
）、
福
武
啓
一
（
18
大
）、
福
武
啓
子
（
21
高
）、
大
上
克
裕

（
38
高
）、
児
玉
正
子
（
32
高
）、
林
美
恵
子
（
16
高
）、
藤
田
和
広
（
31
瑞
）、
株
式
会
社
山
添
印
刷
店　

代
表
取

締
役　

山
添
順
裕
（
45
瑞
）、
有
限
会
社
ぶ
ん
ぐ
よ
し
だ　

取
締
役　

吉
田
伊
佐
見
（
47
瑞
）、
Ｎ
Ｓ
Ｋ
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
㈱　

大
上　

正
、
夢
陶
房
㈱　

大
上
磯
松
（
36
高
大
）、
日
本
シ
ス
テ
ム
技
術
株
式
会
社　

代
表
取
締

役
社
長　

平
林
武
昭
（
20
高
）、
株
式
会
社
八
天
堂　

代
表
取
締
役　

森
光
孝
雅
（
45
高
）、
有
限
会
社
三
浦
マ
ー

ク　

代
表
取
締
役　

三
浦
順
治
（
33
高
）、
株
式
会
社　

三
栄
堂　

代
表
取
締
役　

渡
辺
哲
三
（
31
高
）、
㈱
丸
福

　

福
田
靖
久
（
45
高
）、
学
校
法
人　

廣
池
学
園
、
麗
澤
大
学　

学
長　

中
山　

理
（
35
大
）、
麗
澤
中
学
・
高
等

学
校
、
匿
名
２
名

野中道男先生池田　修先生穂苅満雄先生吉村　孜先生盛林和久先生

井出　元先生松浦勝次郎先生幸　史隆先生吉田良二先生

　

前
号
に
掲
載
し
ま
し
た
方
々
に
続
い
て
、
次
の
方
々
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
。
合
計
６
７
１
万

円
の
ご
厚
志
を
賜
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

全
国
大
会
開
催
に
ご
協
賛
い
た
だ
い
た
方
々
（
敬
称
略
）

大
上 　
正

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

Ｎ
Ｓ
Ｋ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
㈱

麗
澤
会
を
応
援
し
ま
す
！

〒
658
―
0053 

神
戸
市
東
灘
区
住
吉
宮
町
３
―
11
―
５

大
上 

磯
松

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

夢
陶
房
㈱

麗
澤
会
を
応
援
し
ま
す
！

〒
669
―
2141 

篠
山
市
今
田
町
下
立
杭
172

（
36
高
大
）

平
林 

武
昭

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

日
本
シ
ス
テ
ム
技
術
株
式
会
社

Ｉ
Ｔ
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス

〒
530
―
0005 
大
阪
市
北
区
中
之
島
２
―
３
―
18　

中
之
島
フェス
テ
ィ
バ
ル
タ
ワ
ー
29
階

（
20
高
）

森
光 
孝
雅

代
表
取
締
役

株
式
会
社
八
天
堂

〒
723
―
0017 

三
原
市
港
町
１
―
５
―
20

（
45
高
）

福
田 

靖
久

代
表
取
締
役

株
式
会
社
丸
福

麗
澤
会
を
応
援
し
ま
す
！

〒
578
―
0935 

東
大
阪
市
若
江
東
町
１
―
１
―
59

（
45
高
）

麗
澤
中
学
・
高
等
学
校

心
の
力
を
育
む

〒
277
―
8686 

柏
市
光
ヶ
丘
２
―
１
―
１

中
山 　
理

学
　
　
　
長

麗
澤
大
学

世
界
に
と
っ
て
、い
い
こ
と
し
よ
う
。

ど
こ
よ
り
も「
人
間
力
」を
。さ
ら
に「
グ
ロ
ー
バ
ル
力
」を
。

〒
277
―
8686 

柏
市
光
ヶ
丘
２
―
１
―
１

（
35
大
）

廣
池
学
園

学
校
法
人

麗
澤
会
を
応
援
し
ま
す
！

〒
277
―
8686 

柏
市
光
ヶ
丘
２
―
１
―
１

藤
田 

和
広

麗
澤
会
を
応
援
し
ま
す
！

（
31
瑞
）

辻
本 

篤
史
（
42
高
）

　
　

公
実
子
（
42
高
）

麗
澤
会
を
応
援
し
ま
す
！

ご
出
席

い
た
だ
い
た

恩
師
の
皆
様
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監
督
の
指
導
の
も
と
、
キ
ャ
ン
パ
ス

内
の
環
状
道
路
中
心
の
練
習
に
加

え
、
夏
の
北
海
道
深
川
市
で
の
合
宿

で
一
人
１
０
０
０
㎞
超
を
走
り
込
む

厳
し
い
練
習
の
成
果
が
発
揮
さ
れ
、

10
時
間
21
分
10
秒
で
18
位
と
健
闘
。

昨
年
の
総
合
タ
イ
ム
（
10
時
間
27
分

22
秒
）
よ
り
、
６
分
12
秒
伸
ば
し
、

麗
澤
大
学
記
録
を
４
分
34
秒
短
縮
す

る
好
走
で
し
た
。

　

コ
ー
ス
の
要
所
で
は
選
手
の
保
護

者
の
皆
様
、
仲
間
の
学
生
を
は
じ

め
、
教
職
員
、
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
約
百
名
が

新
し
い
幟
旗
を
手
に
応
援
、
目
の
前

を
疾
走
す
る
選
手
一
人
ひ
と
り
に
大

き
な
声
で
声
援
を
送
り
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
１
時
間
00
分
40
秒
で
総

合
50
位
の
記
録
を
出
し
た
経
済
学
部

４
年
生
村
瀬
圭
太
選
手
が
、
関
東
学

生
連
合
チ
ー
ム
に
、
２
年
連
続
で
選

ば
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
第
91
回
箱
根
駅
伝
本
選
で

は
、
中
山
学
長
を
は
じ
め
大
勢
の
応

援
の
声
援
の
中
、
復
路
７
区
を
区
間

11
位
の
好
走
で
し
た
。

　

新
春
の
箱
根
路
で
も
、
村
瀬
選
手

の
快
走
を
期
待
し
ま
す
。
走
る
区
間

が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
、
応
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
27
年
10
月
17
日
に
東
京
都
立

川
市
の
陸
上
自
衛
隊
立
川
駐
屯
地
を

ス
タ
ー
ト
、
国
営
昭
和
記
念
公
園
に

ゴ
ー
ル
す
る
20
㎞
の
コ
ー
ス
で
開
催

さ
れ
た
「
第
92
回
東
京
箱
根
間
往
復

大
学
駅
伝
競
走
（
箱
根
駅
伝
）
」
の

予
選
会
に
麗
澤
大
学
陸
上
競
技
部
が

新
年
の
箱
根
路
疾
走
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
ま
し
た
。

　

今
回
は
49
校
が
エ
ン
ト
リ
ー
、
明

年
（
２
０
１
６
年
）
１
月
２
日
、
３

日
の
本
大
会
へ
の
出
場
権
10
枠
を
争

い
ま
す
。
就
任
２
年
目
の
小
野
圭
久

予
選
会
　
麗
澤
大
学
18
位

第
92
回
箱
根
駅
伝

N E W S

村
瀬
圭
太
選
手 

２
年
連
続

関
東
学
生
連
合
チ
ー
ム
入
り
！
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11
月
15
、16
日
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で

開
催
さ
れ
た
第
13
回
世
界
武
術
選
手

権
に
て
、麗
澤
大
学
外
国
語
学
部
中

国
語
専
攻
３
年
の
荒
谷
友
碩
さ
ん
が

男
子
太
極
剣
、男
子
太
極
拳
の
２
種

目
で
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

世
界
武
術
選
手
権
大
会
は
２
年
ご

と
に
開
催
さ
れ
、
毎
回
80
近
い
国
・

地
域
か
ら
選
手
が
参
加
す
る
「
武
術

の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
」
と
も
い
え
る

大
会
。
荒
谷
さ
ん
は
前
大
会
に
続

き
、
２
度
目
の
出
場
で
し
た
。

　

大
会
間
際
ま
で
北
京
で
行
わ
れ
た

日
本
代
表
の
合
宿
に
参
加
し
て
い
た

荒
谷
さ
ん
。
合
宿
中
に
中
国
在
住
の

指
導
者
か
ら
受
け
た
ア
ド
バ
イ
ス
の

お
か
げ
で
演
武
の
完
成
度
が
上
が
っ

た
そ
う
で
す
。

　

「
完
成
度
が
上
が
っ
た
こ
と
で
自

信
が
う
ま
れ
、
そ
れ
ま
で
の
緊
張
し

た
気
持
ち
か
ら
、『
自
分
の
技
が
世

界
大
会
で
ど
れ
く
ら
い
の
評
価
が
も

ら
え
る
ん
だ
ろ
う
』
と
ワ
ク
ワ
ク
す

る
よ
う
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
」

（
荒
谷
さ
ん
）

　

無
駄
な
緊
張
も
取
れ
、
平
常
心
で

臨
め
た
と
い
う
荒
谷
さ
ん
は
、
夏

の
全
日
本
武
術
太
極
拳
選
手
権
大

会
同
様
、
ノ
ー
ミ
ス
で
演
武
を
終

了
。
太
極
拳
２
位
（
前
大
会
で
は
10

位
）、
太
極
剣
２
位
（
前
大
会
で
は

８
位
）、
今
大
会
で
日
本
が
獲
得
し

た
銀
メ
ダ
ル
４
個
の
う
ち
半
分
を
占

め
る
と
い
う
快
挙
を
遂
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
前
大
会
で
は
、
開
催
国
の

マ
レ
ー
シ
ア
到
着
後
に
体
調
を
崩
し

て
し
ま
い
、
大
会
直
前
の
本
番
会
場

で
の
練
習
が
１
回
し
か
で
き
な
い
状

態
で
大
会
に
臨
む
こ
と
と
な
っ
た
反

省
を
活
か
し
、
今
回
は
体
調
管
理
に

も
充
分
な
注
意
を
払
っ
た
そ
う
で

す
。

　

「
今
回
の
大
会
で
は
、
自
身
の
成

長
を
実
感
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
練

習
を
重
ね
て
技
を
磨
き
、
次
の
大
会

で
は
金
メ
ダ
ル
に
届
く
よ
う
に
な
れ

ば
と
思
い
ま
す
」（
荒
谷
さ
ん
）

　

演
武
同
様
、
落
ち
着
い
た
様
子
で

抱
負
を
語
っ
て
く
れ
た
荒
谷
さ
ん
。

そ
の
静
か
な
口
調
の
中
に
も
し
っ
か

り
と
し
た
意
思
と
向
上
心
が
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
益
々
の
活

躍
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

荒
谷
友
碩
さ
ん

第
13
回
世
界
武
術
選
手
権
大
会
の

２
種
目
で
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
！



教 育 者
学
校
す
べ
て
が
実
践
の
場

―
―
今
年
は
麗
澤
教
育
が
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
80

年
に
あ
た
り
ま
す
。
昨
今
の
道
徳
教
育
を
求
め
る

風
潮
の
中
で
、
麗
澤
へ
の
期
待
も
高
ま
っ
て
き
て

い
ま
す
。
そ
こ
へ
麗
澤
教
育
は
ど
ん
な
貢
献
が
で

き
る
の
か
、
各
校
の
最
前
線
を
担
わ
れ
る
先
生
方

と
お
話
し
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は

現
状
の
取
り
組
み
か
ら
お
話
し
い
た
だ
け
ま
す

か
。

笠
　
間　

麗
澤
は
、
創
立
者
の
廣
池
千
九
郎
博
士

が
「
道
徳
」
に
よ
っ
て
真
の
人
間
教
育
を
す
る
た

め
に
設
立
し
た
学
校
で
す
の
で
、
授
業
だ
け
で
な

く
、
か
か
わ
る
す
べ
て
の
活
動
に
お
い
て
、
生
徒

の
心
を
ど
う
育
て
る
か
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
私
た
ち
教
員
は
、
寮
生

活
も
学
校
生
活
も
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
も
部
活
動
も
す

べ
て
が
、
子
供
た
ち
の
道
徳
性
を
引
き
出
す
場
で

あ
る
と
の
意
識
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

江
　
島　

麗
澤
大
学
で
は
１
年
次
に
「
道
徳
科

学
」
と
い
う
必
修
の
授
業
が
あ
り
、
学
内
の
道
徳

科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
が
作
成
し
た
『
大
学
生
の
た

め
の
道
徳
教
科
書
』（
麗
澤
大
学
出
版
会
）
を
テ

キ
ス
ト
に
し
て
理
論
的
な
側
面
と
、
実
践
的
な
側

面
と
い
う
２
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
１
年
間
、
学

ぶ
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
も
っ
と
も
笠
間
先
生

わ
れ
ら
麗
澤
、

今
が
出
番
で
す

教
育
に
道
徳
を
、子
供
に
生
き
る
力
を

位
い

田
だ

 耕
こ う

一
い ち

 氏
麗澤瑞浪中学高等学校教諭

（43瑞）
笠
か さ

間
ま

 芳
よ し

幸
ゆ き

 氏
麗澤中学高等学校教諭

（39高）
江
え

島
し ま

 顕
け ん

一
い ち

 氏
麗澤大学経済学部助教

（63高）
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が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
授
業
だ
け
で
は
な

く
、
学
生
生
活
す
べ
て
の
活
動
が
道
徳
実
践
の
場

と
い
う
意
識
を
教
職
員
み
な
が
も
っ
て
、
当
た
っ

て
い
ま
す
。

位
　
田　

瑞
浪
も
基
本
的
な
と
こ
ろ
は
お
二
人
が

お
っ
し
ゃ
っ
た
の
と
同
じ
で
す
。
私
が
担
当
す
る

社
会
科
で
は
特
に
生
徒
の
道
徳
性
を
育
て
つ
つ
、

自
国
の
歴
史
と
文
化
に
自
信
と
誇
り
を
持
て
る
生

徒
を
育
て
る
こ
と
を
意
識
し
て
い
ま
す
。

　

70
年
前
に
日
本
が
戦
争
に
負
け
、
占
領
さ
れ
て

い
る
間
に
連
合
国
が
廃
止
し
た
の
が
、
今
の
道

徳
に
あ
た
る
「
修
身
」
と
「
国
史
」「
地
理
」
で

す
。
こ
の
う
ち
地
理
は
日
本
の
風
土
や
文
化
が
ど

う
つ
く
ら
れ
た
か
を
学
び
、
国
史
は
、
先
人
た
ち

が
こ
の
国
を
ど
う
築
い
て
き
た
か
を
学
ぶ
科
目
で

す
。

　

日
本
人
の
精
神
を
支
え
て
い
た
道
徳
心
を
ど
う

に
か
骨
抜
き
に
す
る
た
め
に
連
合
国
が
廃
止
し
た

こ
れ
ら
の
科
目
は
、
裏
を
返
せ
ば
、
現
代
の
道
徳

教
育
に
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。
そ
の
意
味
で

は
、
私
は
社
会
科
の
授
業
に
お
い
て
も
、
道
徳
を

意
識
し
て
生
徒
と
接
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

生
徒
の
幸
せ
を
祈
っ
て

―
―
日
々
、
生
徒
と
接
す
る
際
に
は
具
体
的
に
ど

ん
な
こ
と
に
気
を
配
ら
れ
て
い
ま
す
か
。

笠
　
間　

そ
う
で
す
ね
。
中
学
生
、
高
校
生
と
い

う
の
は
多
感
な
時
期
で
す
か
ら
、
教
師
の
何
げ
な

い
言
葉
や
対
応
で
成
長
の
チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
ん
だ

り
、
反
対
に
深
く
傷
つ
い
た
り
も
し
ま
す
。
考
え

て
み
る
と
、
そ
う
い
う
何
げ
な
い
言
葉
や
態
度
と

い
う
の
は
、
そ
の
教
師
自
身
の
内
面
か
ら
出
て
く

る
も
の
で
あ
っ
て
、
教
師
の
品
性
が
高
ま
っ
て
い

か
な
い
と
、
生
徒
に
大
切
な
も
の
を
伝
え
ら
れ
な

い
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
本
当
に
傷
つ
け
る
の

は
〝
一
瞬
〞
で
す
が
、
信
頼
関
係
を
築
く
の
に
は

長
い
年
月
が
か
か
り
ま
す
か
ら
。
麗
澤
の
教
育

は
、
誰
よ
り
も
教
師
自
身
が
人
間
的
に
成
長
し
て

い
か
な
い
と
、
成
り
立
た
な
い
も
の
だ
と
思
い
ま

す
ね
。

江
　
島　

道
徳
教
育
が
し
っ
か
り
と
学
生
の
心
に

届
く
た
め
に
は
、
今
お
っ
し
ゃ
っ
た
「
信
頼
関

係
」
が
不
可
欠
で
す
ね
。
そ
れ
は
教
師
と
学
生
の

信
頼
関
係
で
あ
り
、
学
生
同
士
の
そ
れ
で
あ
り
。

大
学
で
は
中
学
・
高
校
と
違
っ
て
ホ
ー
ム
ル
ー
ム

が
な
い
の
で
、
私
が
学
生
と
会
う
の
は
基
本
的
に

週
に
１
回
（
授
業
日
）
で
す
。
そ
の
中
で
信
頼
関

係
を
築
く
に
は
、
当
た
り
前
の
よ
う
で
す
が
、
き

ち
ん
と
学
生
一
人
ひ
と
り
の
名
前
を
覚
え
る
と
こ

ろ
か
ら
始
め
て
、
会
っ
た
ら
名
前
を
呼
ん
で
声
を

か
け
る
、
挨
拶
を
す
る
、
そ
こ
か
ら
で
す
ね
。
そ

う
い
う
温
か
い
人
間
関
係
の
土
壌
が
あ
っ
て
こ

そ
、
道
徳
教
育
の
効
果
も
で
て
く
る
も
の
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
学
生
と
心
の
距
離
を
縮
め
る
た
め
に

や
っ
て
い
る
の
は
、
私
自
身
が
大
学
生
の
頃
に
経

験
し
た
道
徳
的
な
失
敗
談
を
話
す
こ
と
で
す
。
こ

う
い
う
マ
ナ
ー
や
礼
儀
を
知
ら
な
か
っ
た
ば
か
り

に
恥
ず
か
し
い
目
に
遭
っ
た
と
か
、
失
礼
な
こ
と

を
し
て
し
ま
っ
た
と
か
。
私
自
身
が
ど
う
い
う
人

間
な
の
か
、
ま
ず
自
分
を
開
示
し
て
い
く
こ
と
を

心
が
け
て
い
ま
す
。
学
生
も
興
味
を
も
っ
て
く
れ

て
る
よ
う
で
、
そ
こ
は
集
中
し
て
聞
い
て
く
れ
て

い
ま
す
（
笑
）。

位
　
田　

私
は
卒
業
を
控
え
る
６
年
生
（
高
校
３

年
生
）
を
受
け
持
つ
こ
と
が
多
い
こ
と
も
あ
っ

て
、
い
つ
も
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
幸
せ
を
祈
り
な

が
ら
、
接
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
卒
業

し
た
後
、
ど
の
大
学
、
ど
の
方
向
に
進
む
か
を
導

く
だ
け
で
は
、
進
路
指
導
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
そ

の
進
路
に
よ
っ
て
ど
ん
な
人
生
を
歩
み
た
い
の

か
、
大
学
を
出
た
あ
と
、
ど
ん
な
ふ
う
に
生
き
て

い
き
た
い
の
か
。
本
当
に
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
将

来
ま
で
お
も
ん
ぱ
か
っ
て
、
背
中
を
押
し
て
あ
げ

る
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
問
う
た
時
に
、
や
は
り

教
師
は
「
幸
せ
を
祈
る
」
こ
と
が
根
底
に
な
い
と

い
け
な
い
な
と
。

　

た
だ
進
路
を
決
め
て
送
り
出
せ
ば
い
い
、
進
学

実
績
を
つ
く
れ
ば
い
い
と
い
う
こ
と
な
ら
、
そ
ん

な
努
力
は
い
ら
な
い
で
し
ょ
う
け
ど
、
そ
れ
は
創

立
者
が
め
ざ
し
た
教
育
で
は
な
い
と
思
う
ん
で

す
。
生
徒
そ
れ
ぞ
れ
が
納
得
ず
く
で
進
路
を
選

び
、
将
来
に
夢
を
も
っ
て
卒
業
し
て
い
け
る
、
そ

ん
な
指
導
を
し
た
い
と
常
に
思
っ
て
い
ま
す
。

違
い
を
尊
重
し
合
え
る
心
を

―
―
麗
澤
の
教
育
の
原
点
に
は
も
う
一
つ
「
国
際

人
教
育
」
が
あ
り
ま
す
が
、
21
世
紀
を
迎
え
て
グ

ロ
ー
バ
ル
人
材
を
ど
う
育
て
る
か
と
い
う
課
題
は
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ま
す
ま
す
強
く
な
っ
て
い
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化

に
向
け
た
心
の
教
育
と
い
う
点
で
は
、
ど
ん
な
工

夫
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

江　

島　

大
学
は
全
学
生
の
四
人
に
一
人
が
留
学

生
で
あ
り
、
日
本
人
と
留
学
生
が
一
緒
に
な
っ

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
道
徳
的
問
題
を
考
え

る
機
会
が
多
く
あ
り
ま
す
。
お
互
い
に
考
え
方
、

価
値
観
の
違
い
を
言
い
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
留

学
生
は
留
学
生
で
「
あ
っ
、
日
本
人
っ
て
こ
う
考

え
る
ん
だ
」
っ
て
分
か
り
ま
す
し
、
日
本
人
も
留

学
生
の
立
場
が
わ
か
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
を
道

徳
教
育
の
中
で
も
で
き
て
い
る
の
か
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

私
は
そ
の
ほ
か
に
教
職
の
授
業
も
担
当
し
て
い

ま
す
が
、
専
門
教
科
に
加
え
て
道
徳
教
育
も
し
っ

か
り
担
え
る
教
員
養
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

麗
大
を
卒
業
し
て
教
員
の
道
に
進
む
学
生
に

は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
道
徳
教
育
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

笠　

間　

麗
澤
高
校
で
は
学
校
全
体
の
取
り
組
み

と
し
て
、
や
は
り
自
分
た
ち
は
生
か
さ
れ
て
生
き

て
い
る
と
い
う
、
目
に
見
え
な
い
恩
恵
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
る
歴
史
や
文
化
の
学
習
機
会
を
大
切

に
し
て
い
ま
す
。
先
人
先
輩
が
ど
れ
だ
け
苦
労
し

て
今
の
日
本
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
っ
た
か
で
す

ね
。

　

私
が
担
当
す
る
中
学
生
は
、
成
長
途
上
の
時
期

と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
少
し
の
き
っ
か
け
で
、

良
い
ほ
う
に
も
伸
び
る
し
、
悪
い
ほ
う
に
も
傾
く

繊
細
な
時
期
で
す
。
そ
の
点
「
自
分
た
ち
は
な
ん

の
た
め
に
生
き
る
の
か
」「
ど
う
い
う
願
い
を
託

さ
れ
て
こ
の
世
に
生
ま
れ
て
き
た
の
か
」
と
い

う
、
人
生
の
背
骨
の
よ
う
な
学
び
を
校
長
や
教

頭
、
ま
た
は
外
部
の
先
生
か
ら
受
け
る
こ
と
で
、

健
全
な
成
長
が
で
き
る
よ
う
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
う
い
う
充
足
感
が
あ
っ
て
こ
そ
、
自
分
以
外

の
人
を
大
切
に
し
た
り
、
異
文
化
を
尊
重
で
き
る

心
が
育
つ
と
思
い
ま
す
か
ら
、
特
に
中
学
生
に
お

い
て
は
ベ
ー
ス
と
な
る
教
育
で
す
ね
。

位　

田　

瑞
浪
は
今
、
寮
生
と
通
学
生
の
割
合
が

お
よ
そ
半
々
で
す
。
寮
生
は
全
国
各
地
の
異
な
る

文
化
で
育
っ
た
生
徒
と
、
地
元
か
ら
は
東
濃
の
文

化
で
育
っ
た
生
徒
が
交
じ
り
合
う
わ
け
で
、
学
校

自
体
が
「
小
さ
な
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
」
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

そ
の
点
、
私
が
中
学
１
年
生
の
最
初
の
授
業
で

必
ず
や
る
の
が
「
方
言
は
文
化
だ
」
な
ん
で
す
。

ク
ラ
ス
に
集
ま
っ
た
仲
間
は
皆
、
方
言
が
違
い
ま

す
。
で
は
な
ぜ
方
言
は
違
う
の
か
。
ま
ず
気
候
が

違
え
ば
育
つ
農
作
物
が

違
っ
て
く
る
、
農
作
物
が

違
え
ば
食
文
化
も
違
っ
て

く
る
。
そ
し
て
暑
い
寒
い

に
よ
っ
て
口
の
開
き
方
も

違
っ
て
く
る
。
つ
ま
り
、

方
言
が
違
う
と
い
う
こ
と

は
、
地
理
や
風
土
が
違
う

と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
う

や
っ
て
「
言
葉
の
違
い
は

文
化
の
違
い
、
だ
か
ら
互

い
の
方
言
を
尊
重
し
あ
お

う
ね
」
っ
て
と
こ
ろ
か
ら

授
業
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
相
手
の
方
言
を
バ
カ

に
す
る
っ
て
こ
と
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
置
き

換
え
た
ら
、
他
国
の
言
語
を
バ
カ
に
す
る
の
と
同

じ
で
す
。
下
手
を
す
れ
ば
戦
争
に
な
り
か
ね
な

い
。
だ
か
ら
こ
そ
、「
違
い
」
を
認
め
合
う
関
係

づ
く
り
が
重
要
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
日
常
の
小
さ

な
社
会
で
体
験
し
、
体
得
し
て
く
れ
た
ら
と
思
っ

て
い
ま
す
。麗

澤
の
人
づ
く
り
で
未
来
へ

―
―
最
後
に
こ
れ
か
ら
の
麗
澤
教
育
に
つ
い
て
、

み
な
さ
ん
の
抱
負
や
心
に
思
い
描
か
れ
て
い
る
こ

と
を
お
話
し
い
た
だ
け
ま
す
か
。

笠　

間　

中
学
１
年
生
か
ら
６
年
間
、
子
供
た
ち

が
育
つ
過
程
を
見
て
い
る
と
「
麗
澤
教
育
っ
て
す

ご
い
」
と
思
う
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
小
学
校

撮影／岩橋仁子
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を
出
た
ば
か
り
、
ま
だ
自
立
し
た
人
間
に
な
り
き

れ
て
い
な
い
子
供
た
ち
が
、
高
校
卒
業
の
頃
に
は

「
世
の
中
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
」
と
か
「
こ
こ

で
学
ん
だ
道
徳
を
大
切
に
歩
ん
で
い
き
た
い
」
と

本
気
で
言
え
る
よ
う
に
な
っ
て
巣
立
っ
て
い
く
。

そ
ん
な
子
供
た
ち
の
成
長
を
実
感
で
き
た
時
〝
教

師
を
や
っ
て
い
て
よ
か
っ
た
〞
と
思
い
ま
す
ね
。

　

麗
澤
中
学
は
完
全
通
学
制
で
、
寮
生
は
一
人
も

い
ま
せ
ん
。
そ
の
点
、
伝
統
的
に
寮
生
活
で
の
人

間
教
育
を
基
本
と
し
て
い
た
こ
れ
ま
で
の
教
育
効

果
を
、
ど
う
実
現
し
て
い
く
か
、
新
た
な
チ
ャ
レ

ン
ジ
と
し
て
始
ま
っ
た
学
校
で
す
。
最
初
に
申
し

上
げ
た
と
お
り
、
学
校
に
お
け
る
す
べ
て
の
機
会

を
心
を
育
て
る
場
と
意
識
し
て
、
教
職
員
一
丸
と

な
っ
て
道
徳
教
育
に
挑
ん
で
い
く
。
そ
の
成
果
が

着
実
に
出
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
は
日
々
あ
り
ま
す
が
、
温
か
く
見
守
っ
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

江
　
島　

道
徳
教
育
と
他
の
専
門
（
教
科
）
教
育

と
で
決
定
的
に
違
う
と
こ
ろ
は
何
か
と
い
う
と
、

専
門
教
育
は
教
師
が
学
生
に
知
識
を
教
え
る
一
方

向
的
な
関
係
性
に
対
し
、
道
徳
教
育
は
教
師
が
学

生
か
ら
教
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
、
相
互
的
な
関

係
性
が
成
り
立
つ
と
い
う
点
で
す
ね
。

　

麗
澤
の
理
念
に
「
師
弟
同
学
」
と
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
こ
そ
は
人
格
的
感
化
の
中
で
共
に
学
び

あ
い
、
教
師
自
身
も
成
長
し
て
い
け
る
、
そ
の
醍

醐
味
を
と
て
も
実
感
し
て
い
ま
す
。
や
は
り
麗
大

生
に
は
麗
澤
の
高
校
生
、
中
学
生
が
あ
こ
が
れ

る
、
よ
き
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
に
な
っ
て
ほ
し
い
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。
麗
大
生
と
い
う
の
は
こ
う
な
ん

だ
と
、
示
せ
る
よ
う
な
自

覚
、
自
信
を
も
っ
た
学
生

を
一
人
で
も
育
て
て
い
き

た
い
で
す
。

位
　
田　

こ
れ
か
ら
を
考

え
た
と
き
に
、
道
徳
教
育

の
必
要
性
が
高
ま
る
な
か

で
、
社
会
か
ら
の
麗
澤
へ

の
期
待
度
も
高
ま
っ
て
き

て
い
る
の
を
感
じ
て
い
ま

す
。
80
年
の
積
み
重
ね
が

あ
る
麗
澤
か
ら
教
科
書
と

か
教
材
と
か
、
と
い
う
ご

要
望
も
感
じ
ま
す
が
、
現

場
の
教
師
は
、
目
の
前
の

生
徒
一
人
ひ
と
り
の
心
を

育
て
、
ま
た
社
会
か
ら
信

頼
さ
れ
る
学
校
運
営
を

し
っ
か
り
や
っ
て
い
く
こ

と
が
優
先
と
な
り
ま
す
の

で
、
そ
こ
は
な
か
な
か
取
り
組
め
て
い
な
い
分
野

で
す
。
廣
池
学
園
全
体
、
ま
た
は
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研

究
所
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
麗
澤
の
経
験
値
が
活い

き
る
社
会
貢
献
が
進
ん
で
い
け
ば
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
個
人
的
に
は
、
道
徳
教
育
を
教
え
ら
れ
る

教
員
の
養
成
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
思
え

ば
、
麗
澤
大
学
に
こ
そ
教
育
学
部
が
あ
っ
て
も
い

い
の
か
な
と
。
そ
こ
で
麗
澤
教
育
の
エ
キ
ス
を
身

に
つ
け
た
人
材
を
育
て
、
日
本
中
の
学
校
に
送
り

出
し
て
い
く
。
麗
澤
に
携
わ
る
一
人
の
人
間
と
し

て
、
そ
ん
な
こ
と
を
思
っ
た
り
も
し
ま
す
。

笠
　
間　

そ
う
で
す
ね
。
麗
澤
で
は
う
れ
し
い
こ

と
に
、
将
来
は
教
員
に
な
り
た
い
と
志
望
す
る
生

徒
が
毎
年
多
く
い
ま
す
。
彼
ら
が
そ
の
純
粋
な
気

持
ち
を
い
つ
ま
で
も
持
ち
続
け
て
、
生
徒
の
幸
せ

を
本
気
で
考
え
ら
れ
る
教
員
に
な
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。
そ
の
点
、
麗
澤
は
卒
業
し
て
終
わ
り

で
は
な
く
、
長
く
麗
澤
教
育
、
モ
ラ
ロ
ジ
ー
教
育

で
生
涯
自
分
を
磨
き
、
幸
せ
な
人
生
を
築
け
る
人

間
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

―
―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

（
本
誌
）



近
畿
圏
で
最
大
級
の
保
育
施
設

　

低
く
山
々
が
う
ね
る
奈
良
盆
地
の
田
園
風
景
に

際
立
つ
森
の
一
画
が
あ
る
。
ド
ア
を
入
る
と
、
木

の
ぬ
く
も
り
が
温
か
い
八
角
形
の
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
、
し
ゃ
れ
た
暖
炉
に
迎
え
ら
れ
、
歩
を
進
め
れ

ば
、
芝
生
の
青
が
ま
ぶ
し
い
中
庭
に
ロ
グ
ハ
ウ
ス

調
の
小
屋
ま
た
小
屋
。
一
見
、
リ
ゾ
ー
ト
の
ホ
テ

ル
か
と
見
ま
が
う
光
景
だ
が
、
大
人
の
た
め
の
施

設
で
は
な
い
。
こ
こ
「
阪さ

か

手て

保
育
園
」
は
、
生
後

３
か
月
か
ら
５
歳
児
ま
で
の
お
よ
そ
１
０
０
名
の

園
児
の
た
め
の
〝
こ
ど
も
の
森
〞
で
あ
る
。

　

社
会
福
祉
法
人
愛あ

い

和わ

会か
い

に
と
っ
て
阪
手
保
育
園

は
、
奈
良
県
内
で
５
つ
め
に
手
が
け
た
保
育
園
。

同
会
は
平
成
27
年

7
月
に
小
規
模
保

育
事
業
所
「
す
く

す
く
Ｋ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
広

場
」
も
オ
ー
プ
ン
し
、
施
設
合
計
で

約
１
０
０
０
名
の
子
供
を
預
か
る
、

近
畿
圏
で
最
大
級
の
保
育
事
業
所
と

し
て
発
展
し
つ
づ
け
て
い
る
。

　

「
こ
こ
奈
良
か
ら
、
日
本
の
次
の

世
代
を
担
う
子
供
た
ち
の
豊
か
な
心

を
育
て
た
い
」

　

そ
う
語
る
理
事
長
の
森
和
俊
さ
ん
は
、
昭
和
37

年
に
麗
澤
高
校
を
巣
立
っ
た
卒
業
生
。
子
供
の
心

の
育
成
に
欠
か
せ
な
い
、
親
、
保
育
士
、
地
域
の

〝
安
心
〞
を
め
ざ
し
て
、
常
識
に
と
ら
わ
れ
な
い

取
り
組
み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
つ
づ
け
て
き
た
。

　

阪
手
保
育
園
の
設
計
に
も
、
安
心
の
キ
ー
ワ
ー

ド
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
例
が
、

保
育
士
が
詰
め
る
「
事
務
室
」
の
配
置
。
安
全
管

理
上
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
近
接
す
る
の
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
室
の
三
方
を
ガ
ラ
ス
窓
で
開
放
度

の
高
い
つ
く
り
と
し
、
室
内
か
ら
保
育
室
や
園
庭

の
様
子
が
容
易
に
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。

　

ハ
ー
ド
面
だ
け
で
は
な
い
。

「
〇
〇
ち
ゃ
ん
の
お
母
さ
ん
、

こ
ん
に
ち
は
」。
す
べ
て
の
保
育

士
が
、
園
児
を
迎
え
に
く
る
親

や
祖
父
母
の
顔
と
園
児
を
し
っ

か
り
と
記
憶
。
温
か
な
接
遇
に
役
だ
て
る
と
と
も

に
、
部
外
者
の
不
用
意
な
侵
入
防
止
に
細
心
の
注

意
を
払
う
。
こ
れ
は
阪
手
保
育
園
に
限
ら
な
い
。

全
５
か
園
２
４
０
名
の
保
育
士
が
、
１
０
０
０
名

の
園
児
と
そ
の
親
に
対
し
て
、
基
礎
と
し
て

行
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

働
く
家
庭
の
安
心
を

サ
ポ
ー
ト

　

森
理
事
長
は
園
を
単

に
子
供
を
預
か
り
、
育

て
る
場
と
し
て
だ
け

未
来
に
つ
な
が
る
道
徳
心
と

報
恩
感
謝
の
精
神
を
次
世
代
へ

社
会
福
祉
法
人
愛
和
会

　
理
事
長

（
28
高
）

森も
り

　
和か

ず

俊と
し
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で
な
く
、「
働
く

家
庭
を
サ
ポ
ー
ト

し
、
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

礎
と
な
る
べ
き
場
」
と
と
ら
え
て
い
る
。
愛
和
会

で
は
、
わ
が
子
を
自
分
の
〝
職
場
〞
に
預
け
て
勤

務
す
る
保
育
士
が
数
多
い
。「
自
分
の
子
は
ダ
メ

と
い
う
園
も
多
い
よ
う
で
す
が
、
僕
は
違
う
。
合

間
に
子
供
の
ク
ラ
ス
の
様
子
を
見
た
り
、
母
乳
を

飲
ま
せ
た
り
。
保
育
士
が
安
心
し
て
働
け
る
環
境

が
、
質
の
高
い
保
育
に
つ
な
が
る
ん
で
す
」

　

保
育
の
質
を
落
と
さ
ず
、
職
務
負
担
を
軽
減
す

る
工
夫
も
随
所
に
。
各
園
に
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
を
設

置
す
る
の
も
そ
の
一
例
。
一
つ
の
保
育
室
で
遊

戯
、
昼
食
、
午
睡
ま
で
全
て
を
こ
な
し
て
い
た
時

と
比
べ
、
食
事
の
段
取
り
や
片
づ
け
の
時
間
が
省

か
れ
た
。
ま
た
日
々
の
保
育
日
誌
を
Ｉ
Ｔ
で
入

力
、
共
有
化
す
る
な
ど
、
事
務
処
理
作
業
全
般
を

改
善
。
さ
ら
に
結
婚
生
活
や
育
児
と
両
立
し
て
働

け
る
よ
う
、
就
労
時
間
や
当
番
勤
務
の
調
整
、
休

暇
取
得
の
促
進
等
に
力
を
入
れ
、
子
育
て
を
し
な

が
ら
働
く
職
員
の
割
合
は
４
割
を
超
え
る
。

こ
の
道
に
命
を
か
け
る

　

社
会
福
祉
法
人
愛
和
会
は
昭
和
54
年
、
森
理
事

長
の
両
親
が
設
立
。
各
園
に
は
先
代
が
遺
し
た
言

葉
が
「
職
員
の
信
条
」
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い

る
。

　

「
こ
の
道
（
幼
い
子
等
の
魂
に
愛

と
誠
を
き
ざ
み
こ
む
尊
い
保
育
の

道
）
に
命
を
か
け
る　

こ
の
人
生
の

生
き
が
い
」

　

掲
げ
ら
れ
た
言
葉
を
見
な
が
ら
森

理
事
長
は
語
る
。「
保
育
に
求
め
ら

れ
る
役
割
や
期
待
は
年
々
高
ま
っ
て

い
ま
す
。
変
え
る
べ
き
も
の
は
ど
ん

ど
ん
変
え
ま
す
。
で
も
原
点
は
ず
っ

と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
は
情
操
教
育
で
あ

り
、
麗
澤
の
人
間
教
育

で
す
よ
」

　

園
の
一
つ
、
宮
森
保
育

園
の
１
階
に
は
、
童
話
世
界
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
リ
ヤ
ド
ロ
社
製
の

大
型
陶
器
が
置
か
れ
て
い
る
。
そ
こ
に

「
手
を
ふ
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
」
等
の
張
り

紙
は
な
い
。「
手
の
届
く
と
こ
ろ
に
あ
っ
て
も
、

絶
対
に
悪
さ
し
ま
せ
ん
。
子
供
は
賢

い
で
す
か
ら
。
で
き
る
だ
け
本
物
に

触
れ
る
機
会
を
増
や
し
、
心
を
豊
か

に
し
て
あ
げ
た
い
で
す
ね
」

　

子
供
た
ち
の
無
限
の
可
能
性
を
信

じ
、
未
来
に
つ
な
が
る
道
徳
心
を
育

て
る
―
―
。
森
理
事
長
が
生
涯
を
か

け
る
人
間
教
育
は
、
大
和
路
に
確
か

な
道
を
刻
ん
で
い
る
。

ＰＲ

奈良県磯城郡田原本町宮古667

奈良県磯城郡田原本町宮森230-5

奈良県磯城郡田原本町阪手931-1

奈良県天理市兵庫町332-1

奈良県天理市遠田町511-1

阪手保育園
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つながる 同 窓 会同 窓 会「また会いたい」そう思えるつながりを。

区
麗
澤
会

地新
潟
県
支
部

　
平
成
27
年
10
月

３
日
、
見
附
市
の

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

ガ
ー
デ
ン
ホ
テ
ル

レ
ア
ン
ト
で
「
新

潟
県
支
部
の
集

い
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
会
員
や
家

族
を
含
め
総
勢
24

名
の
参
加
を
頂

き
、
楽
し
い
ひ
と

時
を
過
ご
す
事
が

で
き
ま
し
た
。
ま

ず
27
年
度
総
会
を
開
催
し
事
業
報
告
・
会
計
報
告
を

行
い
、
そ
の
後
本
部
麗
澤
会
松
野
事
務
局
長
か
ら
各

母
校
の
現
状
や
麗
澤
会
の
活
動
に
つ
い
て
詳
し
く
お

話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
松
野
事
務
局
長
か
ら
ご
紹

介
い
た
だ
い
た
D
V
D
で
は
先
輩
、
後
輩
の
活
躍

ぶ
り
等
を
知
る
こ
と
が
で
き
良
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
懇
親
会
は
自
己
紹
介
を
交
え
な
が
ら
楽
し
く
歓

談
し
時
間
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
ま
し
た
。
次

回
、
栃
尾
又
で
の
再
会
を
約
束
し
、
石
丸
副
会
長
の

三
本
締
め
で
会
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

福
井
県
支
部

　
平
成
26
年
12
月
14
日
に
麗
澤
瑞
浪
中
学
・
高
等
学

校
長
の
蟹
井
克
也
先
生
を
お
迎
え
し
て
、
麗
澤
会
福

井
県
支
部
第
２
回

総
会
を
開
催
致
し

ま
し
た
。

　
最
初
に
中
島
支

部
長
か
ら
昨
年
度

の
事
業
及
び
会
計

報
告
が
あ
り
、
続

い
て
蟹
井
先
生
か

ら
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
交
え

て
の
母
校
の
現
状

報
告
や
こ
れ
か
ら

の
展
望
に
つ
い
て

の
お
話
と
、
麗
澤

会
の
運
営
方
針
の

説
明
と
協
力
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
食
事
を
交
え
な
が
ら
、
福
井
県
支
部
の
活

動
の
活
性
化
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
意
見
交
換

し
、
和
や
か
な
う
ち
に
も
活
発
な
意
見
交
換
が
な
さ

れ
て
終
了
し
ま
し
た
。

三
重
県
支
部

名
張
地
区

　
平
成
27
年
８
月
23
日

（
日
）
に
、
総
会
と
大

垣
光
宏
氏
を
講
師
に
お

招
き
し
て
講
演
会
、
懇

親
会
を
18
名
が
参
加
し

て
赤
目
温
泉
山
の
湯
湯

元
赤
目
山
水
園
に
お
い

て
開
催
し
ま
し
た
。

滋
賀
県
支
部

　
平
成
27
年
６

月
21
日
（
日
）

に
、
ご
来
賓
に

柏
か
ら
米
谷
豊

先
生
、
瑞
浪
か

ら
野
々
村
生
夫

先
生
、
大
阪
か

ら
松
浪
進
関
西

ゾ
ー
ン
長
に
お

越
し
を
頂
き
定

時
総
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
今

年
は
参
加
者
が

16
名
と
少
な

く
、
２
年
前
と

比
較
す
る
と
半

減
で
し
た
。
よ

り
多
く
の
会
員

の
皆
様
に
ご
参

加
い
た
だ
く
に

は
、
総
会
の
会

場
を
県
内
各
地

に
移
動
し
て
行

く
方
が
良
い
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
案
内
か
ら
総

会
ま
で
20
日
し
か
な
く
、
出
席
確
認
が
困
難
な
状
態

で
し
た
。
し
か
し
、
出
席
者
は
久
し
ぶ
り
に
恩
師
の

方
々
と
歓
談
し
、
ゆ
っ
た
り
と
懐
か
し
く
楽
し
い
時

間
を
過
ご
す
事
が
で
き
ま
し
た
。
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つながる 同 窓 会同 窓 会「また会いたい」そう思えるつながりを。

山
口
県
支
部

　
平
成
27
年

6
月
28
日

（
日
）
に
山

口
市
パ
ル
ト

ピ
ア
山
口
に

お
い
て
、
支

部
総
会
を
開

催
し
ま
し

た
。
麗
澤
会

本
部
常
務
理

事
（
事
務
局

長
）
松
野
　

豊
氏
を
お
迎

え
し
、
参
加

者
は
専
攻
塾

第
1
期
生
の

田
中
栄
作
大

先
輩
か
ら
小

学
校
4
年
生
の
未
来
の
麗
澤
会
員
ま
で
、
17
名
で
し

た
。

　
松
野
氏
か
ら
は
最
近
の
母
校
の
様
子
と
、
麗
澤
会

の
活
動
状
況
を
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
新
し
い
支
部
長
に
山
下
温
子
さ
ん
（
36
瑞
）
に
就

任
し
て
い
た
だ
い
て
最
初
の
総
会
で
し
た
が
、
和
気

藹
々
と
し
た
雰
囲
気
で
進
み
、「
麗
澤
の
絆
」
を
強

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

囲
碁
ク
ラ
ブ

ル
ー
プ
麗
澤
会

グ

　
平
成
27
年
８
月
30
日

（
日
）
に
総
合
本
館
研
修

室
に
お
い
て
、
麗
澤
囲
碁

ク
ラ
ブ
主
催
「
第
31
回
夏

季
囲
碁
懇
親
会
」
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。
参
加
者

は
10
名
で
し
た
が
、
夏
の

猛
暑
に
も
か
か
わ
ら
ず
ご

参
加
を
賜
り
、
た
い
へ
ん

有
難
い
こ
と
と
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　
対
局
は
い
つ
も
の
ス
イ
ス
方
式

で
行
い
ま
し
た
が
、
持
ち
時
間
は

１
局
60
分
、
こ
れ
を
超
え
る
場
合

は
制
限
時
間
各
10
分
に
よ
り
時
計

を
使
っ
た
対
局
と
な
り
ま
す
。
全

員
が
午
前
中
２
局
と
午
後
２
局
、

お
昼
90
分
間
の
昼
食
と
休
憩
を
は

さ
み
計
４
回
の
対
局
を
行
い
、
予

定
通
り
懇
親
会
を
進
行
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
ス
イ
ス
方
式
に
よ
り
対
局
結
果

は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

　
優
勝
さ
れ
ま
し
た
中
島
三
段

（
写
真
右
）
に
は
度
会
和
三
代
表

（
17
高
大
）
か
ら
「
廣
池
幹
堂
名

誉
会
長
杯
」が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
次
回
は
１
月
に
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
開
催
日
が
近
づ
き
ま
し
た
ら
、
あ
ら
た
め
て
案

内
を
申
し
上
げ
ま
す
の
で
、
た
く
さ
ん
の
ご
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

ア
ー
チ
ス
ト
ク
ラ
ブ

ア
ー
ト
フ
ェ
ア
２
０
１
５

　
平
成
27
年
11
月

16
日
（
月
）
か
ら

21
日
（
土
）
ま

で
、
銀
座
「
地
球

堂
」
ギ
ャ
ラ
リ
ー

に
て
「
麗
澤
会

ア
ー
チ
ス
ト
ク
ラ

ブ
　
ア
ー
ト
フ
ェ

ア
２
０
１
５
」
を

「
復
興
・
自
然
の

や
さ
し
さ
・
自

由
」
を
テ
ー
マ
に

開
催
し
ま
し
た
。

平
成
25
年
に
始
め

た
こ
の
ア
ー
ト

フ
ェ
ア
は
、
今
回

で
３
回
目
と
な
り

ま
す
。

　
麗
澤
高
等
学
校

の
生
徒
さ
ん
11
名

を
含
め
て
、
23
名

の
作
品
が
出
展
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た

今
回
は
「
宗
　
武

順位 氏名 段級位 勝敗 勝点 全点 所属
優勝 中島　輝雄 三段 ３勝１敗 9 10 15高大
２位 望月　幸義 四段 ３勝１敗 6 7 22大
３位 松島　利允 二段 ３勝１敗 6 7 会友
４位 山根勘次郎 五段 ３勝１敗 5 6 17高
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「また会いたい」そう思えるつながりを。

山
口
県
支
部

　

平
成
27
年

6
月
28
日

（
日
）
に
山

口
市
パ
ル
ト

ピ
ア
山
口
に

お
い
て
、
支

部
総
会
を
開

催
し
ま
し

た
。
麗
澤
会

本
部
常
務
理

事
（
事
務
局

長
）
松
野　

豊
氏
を
お
迎

え
し
、
参
加

者
は
専
攻
塾

第
1
期
生
の

田
中
栄
作
大

先
輩
か
ら
小

学
校
4
年
生
の
未
来
の
麗
澤
会
員
ま
で
、
17
名
で
し

た
。

　

松
野
氏
か
ら
は
最
近
の
母
校
の
様
子
と
、
麗
澤
会

の
活
動
状
況
を
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

新
し
い
支
部
長
に
山
下
温
子
さ
ん
（
36
瑞
）
に
就

任
し
て
い
た
だ
い
て
最
初
の
総
会
で
し
た
が
、
和
気

藹
々
と
し
た
雰
囲
気
で
進
み
、「
麗
澤
の
絆
」
を
強

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

囲
碁
ク
ラ
ブ

ル
ー
プ
麗
澤
会

グ

　

平
成
27
年
８
月
30
日

（
日
）
に
総
合
本
館
研
修

室
に
お
い
て
、
麗
澤
囲
碁

ク
ラ
ブ
主
催
「
第
31
回
夏

季
囲
碁
懇
親
会
」
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。
参
加
者

は
10
名
で
し
た
が
、
夏
の

猛
暑
に
も
か
か
わ
ら
ず
ご

参
加
を
賜
り
、
た
い
へ
ん

有
難
い
こ
と
と
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

対
局
は
い
つ
も
の
ス
イ
ス
方
式

で
行
い
ま
し
た
が
、
持
ち
時
間
は

１
局
60
分
、
こ
れ
を
超
え
る
場
合

は
制
限
時
間
各
10
分
に
よ
り
時
計

を
使
っ
た
対
局
と
な
り
ま
す
。
全

員
が
午
前
中
２
局
と
午
後
２
局
、

お
昼
90
分
間
の
昼
食
と
休
憩
を
は

さ
み
計
４
回
の
対
局
を
行
い
、
予

定
通
り
懇
親
会
を
進
行
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

ス
イ
ス
方
式
に
よ
り
対
局
結
果

は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

　

優
勝
さ
れ
ま
し
た
中
島
三
段

（
写
真
右
）
に
は
度
会
和
三
代
表

（
17
高
大
）
か
ら
「
廣
池
幹
堂
名

誉
会
長
杯
」が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
回
は
１
月
に
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
開
催
日
が
近
づ
き
ま
し
た
ら
、
あ
ら
た
め
て
案

内
を
申
し
上
げ
ま
す
の
で
、
た
く
さ
ん
の
ご
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

ア
ー
チ
ス
ト
ク
ラ
ブ

ア
ー
ト
フ
ェ
ア
２
０
１
５

　

平
成
27
年
11
月

16
日
（
月
）
か
ら

21
日
（
土
）
ま

で
、
銀
座
「
地
球

堂
」
ギ
ャ
ラ
リ
ー

に
て
「
麗
澤
会

ア
ー
チ
ス
ト
ク
ラ

ブ　

ア
ー
ト
フ
ェ

ア
２
０
１
５
」
を

「
復
興
・
自
然
の

や
さ
し
さ
・
自

由
」
を
テ
ー
マ
に

開
催
し
ま
し
た
。

平
成
25
年
に
始
め

た
こ
の
ア
ー
ト

フ
ェ
ア
は
、
今
回

で
３
回
目
と
な
り

ま
す
。

　

麗
澤
高
等
学
校

の
生
徒
さ
ん
11
名

を
含
め
て
、
23
名

の
作
品
が
出
展
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た

今
回
は
「
宗　

武

順位 氏名 段級位 勝敗 勝点 全点 所属
優勝 中島　輝雄 三段 ３勝１敗 9 10 15高大
２位 望月　幸義 四段 ３勝１敗 6 7 22大
３位 松島　利允 二段 ３勝１敗 6 7 会友
４位 山根勘次郎 五段 ３勝１敗 5 6 17高
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つながる 同 窓 会同 窓 会「また会いたい」そう思えるつながりを。

志
先
生
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
置
し
、
ご
厚
意
に
よ
り
先

生
の
作
品
を
展
示
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

銀
座
の
地
の
利
も
手
伝
っ
て
見
に
来
て
く
だ
さ
る

会
員
数
も
増
加
傾
向
に
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
も
ア
ー

ト
を
架
け
橋
に
し
て
「
麗
澤
」
の
絆
を
強
め
た
い
と

思
い
ま
す
。ー

プ
ン
ゴ
ル
フ
大
会

オ

　

「
第
13
回
麗

澤
会
オ
ー
プ
ン

ゴ
ル
フ
大
会
」

を
10
月
15
日
か

ら
26
日
に
か
け

て
、
広
池
学
園

ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

で
開
催
し
ま
し

た
。
会
員
、
会

友
、
教
職
員
19

名
の
方
に
ご
参

加
い
た
だ
き
、

優
勝
は
奥
野
保

明
さ
ん
（
写
真
左
・
28
高
大
）、
N
E
T
で
0.6
差
の

２
位
は
デ
ィ
フ
ェ
ン
デ
ィ
ン
グ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
松

岡
省
一
さ
ん
（
30
高
大
）、
３
位
と
ベ
ス
グ
ロ
は
佐

坂
浩
二
さ
ん
（
50
高
）
で
し
た
。
10
月
30
日
に
表
彰

式
を
行
い
、
奥
野
さ
ん
に
名
誉
会
長
杯
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆
さ
ま
の
来
年
度
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ド
イ
ツ
へ
の
留
学
生
送
り
出
し

１
０
０
０
名
達
成
記
念

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
で
大
同
窓
会
を
実
施
！

「
麗
澤
会
欧
州
支
部
発
足
」

外
麗
澤
会

海
　

平
成
27
年
７
月
５
日
（
日
）、「
麗
澤
会
欧
州
支

部
」
の
発
足
を
記
念
す
る
と
と
も
に
、
麗
澤
大
学
か

ら
「
ド
イ
ツ
へ
の
留
学
生
送
り
出
し
１
０
０
０
名
記

念
」
を
祝
し
、
ド
イ
ツ
語
を
学
ん
だ
卒
業
生
の
親
睦

を
図
る
た
め
、
ド
イ
ツ
大
同
窓
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

中
山
理
学

長
、
奥
野
保
明

客
員
教
授
、
草

本
晶
准
教
授
、

竹
内
拓
史
准
教

授
、
も
と
本
学

教
員
の
Ｄ
ｒ
ｅ

ｈ
ｅ
ｒ
ご
夫

妻
、
Ｗ
ｏ
ｌ
ｆ

ｆ
（
旧
姓 
Ｍ

ａ
ｒ
ｅ
ｔ
ｈ
）

先
生
が
出
席
。

ド
イ
ツ
在
住
者

だ
け
で
な
く
、

ロ
ン
ド
ン
か
ら

遠
路
は
る
ば
る

駆
け
つ
け
て
下

さ
っ
た
卒
業
生
を
は
じ
め
、
日
本
か
ら
も
本
同
窓
会

の
た
め
に
休
暇
を
と
っ
て
ド
イ
ツ
を
訪
れ
て
く
れ
た

２
０
１
１
年
卒
業
の
皆
さ
ん
を
含
む
総
勢
44
名
の
参

加
者
が
あ
り
、
予
定
の
時
間
を
１
時
間
も
超
過
す
る

ほ
ど
、
盛
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

出
席
し
た
竹
内
先
生
の
感
想
を
紹
介
し
ま
す
。

　
私
は
学
内
で
広
報
の
担
当
を
し
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、「
麗
澤
は
30
年
の
ド
イ
ツ
留
学
の
歴
史
を
持

ち
、
千
人
を
ド
イ
ツ
に
送
り
出
し
て
き
た
」
と
数
字

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
も
多
い
。
こ
れ
は
間
違
い
な

く
誇
っ
て
い
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
今
回
の
同
窓

会
で
ふ
と
、
奉
職
5
年
目
に
過
ぎ
な
い
自
分
は
そ
の

数
字
の
「
中
身
」
の
素
晴
ら
し
さ
や
充
実
ぶ
り
を
よ

く
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ

た
。
そ
れ
ほ
ど
、
各
地
か
ら
集
ま
っ
て
く
だ
さ
っ
た

卒
業
生
の
方
々
は
、
年
代
も
職
種
も
様
々
な
が
ら
、

み
な
世
界
（
日
本
も
含
む
）
で
地
に
足
を
つ
け
活
躍

し
、
そ
し
て
な
に
よ
り
も
生
き
生
き
と
し
て
い
た
。

短
い
時
間
で
は
あ
っ
た
が
そ
ん
な
皆
さ
ん
と
実
際
に

会
っ
て
交
流
す
る
こ
と
で
、
私
も
よ
う
や
く
「
留
学

の
麗
澤
」
の
実
質
を
、
実
感
と
共
に
理
解
す
る
こ
と

が
で
き
た
よ
う
に
思
う
。
誰
に
と
っ
て
も
あ
っ
と
い

う
間
の
3
時
間
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
、
散
会
時
の
名
残

惜
し
そ
う
な
、
し
か
し
と
て
も
満
足
げ
な
皆
さ
ん
の

顔
が
印
象
的
だ
っ
た
。

　

卒
業
生
の
ま
す
ま
す
の
活
躍
と
「
麗
澤
会
欧
州
支

部
」
の
発
展
を
心
よ
り
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

Ｄ
ａ
ｎ
ｋ
ｅ 

ｓ
ｃ
ｈ
ö
ｎ
！
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平
成
27
年
８
月
８
日
（
土
）、
９

日
（
日
）
の
二
日
間
、
麗
澤
大
学
校

舎
「
あ
す
な
ろ
」
に
て
、
22
都
道
府

県
支
部
長
（
代
理
、
同
行
者
を
含

む
）
24
人
が
参
加
し
、「
麗
澤
会
・

支
部
・
ゾ
ー
ン
の
現
状
認
識
、
課

題
、
活
性
化
に
つ
い
て
認
識
を
共
有

す
る
」、「
活
発
な
活
動
を
行
っ
て
い

る
支
部
の
事
例
を
参
考
に
し
、
支
部

活
動
の
活
性
化
を
図
る
」
を
テ
ー
マ

と
し
て
「
全
国
都
道
府
県
支
部
長
会

議
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
岡
田
麗
澤
会
会
長
か
ら

「
麗
澤
会
の
現
状
」
に
つ
い
て
、
白

木
地
区
本
部
長
か
ら
「
支
部
活
動
」

に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
続

い
て
北
海
道
支
部
、
栃
木
県
支
部
、

愛
知
県
支
部
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
支
部

活
動
の
現
状
と
活
性
化
の
た
め
の
工

夫
を
凝
ら
し
た
取
り
組
み
等
の
事
例

発
表
を
し
て
い
た
だ
き
、
引

き
続
き
「
創
立
者
廣
池
千
九

郎
先
生　

生
誕
150
年
記
念
行

事
」（「
心
の
襷
リ
レ
ー
」

「
船
渡
御
」「
全
国
同
時
開

催
す
き
焼
き
会
食
」
）
に
つ

い
て
本
部
か
ら
説
明
し
、
そ

の
後
の
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
で
今
後
の
支
部

活
動
に
つ
い
て
、「
心
の
襷

リ
レ
ー
・
全
国
同
時
開
催
す

き
焼
き
会
食
」
へ
の
支
部
と

し
て
の
参
加
に
つ
い
て
活
発

に
情
報
交
換
、
意
見
交
換
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

　

ど
の
支
部
も
活
性
化
し
た

い
思
い
は
強
い
も
の
の
、
会

員
の
多
い
少
な
い
、
連
絡
先
が
不

明
、
住
所
が
実
家
の
ま
ま
に
な
っ

て
い
る
な
ど
共
通
し
た
課
題
を
抱

え
て
い
る
こ
と
が
共
有
さ
れ
、
課

題
解
決
に
向
け
て
「
支
部
便
り
」

の
発
行
、
連
絡
方
法
と
し
て
メ
ー

ル
を
活
用
す
る
等
、
様
々
な
ア
イ

デ
ィ
ア
を
出
し
合
い
、
多
く
の
支

部
が
活
性
化
の
き
っ
か
け
に
「
心

の
襷
リ
レ
ー
・
全
国
同
時
開
催
す

き
焼
き
会
食
」
参
加
を
検
討
し
て

い
ま
し
た
。

　

二
日
目
に
は
今
後
の
支
部
活
動

に
つ
い
て
、
参
加
者
一
人
ひ
と
り

が
活
性
化
へ
の
意
欲
を
表
明
し
、

引
き
続
き
、
８
月
７
日
（
金
）

か
ら
開
催
さ
れ
て
い
る
「
次
世

代
リ
ー
ダ
ー
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

２
０
１
５
in
柏
」
の
グ
ル
ー
プ
プ

レ
ゼ
ン
に
参
加
し
、
先
輩
会
員
の

立
場
か
ら
講
評
を
し
て
全
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
終
え
ま
し
た
。「
創
立
者

廣
池
千
九
郎
先
生　

生
誕
150
年
記

念
行
事
」
を
き
っ
か
け
に
、
支
部

活
動
が
よ
り
活
性
化
し
、
麗
澤
会

活
動
が
一
層
充
実
し
て
い
く
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　麗澤会では平成23年から次世代リーダー育
成プログラムを実施しています。実施の目的は
「将来の麗澤会活動を担う若手人材の発掘およ
び育成」です。というのは、４万人を超える会
員のうち、35歳未満の若い世代が半数以上を占
めているためです。
　近い将来、若い人たちが積極的に麗澤会の活動に参加したくなるような面白
い仕掛けを一緒に考えてくれる若手のリーダーを募集し、互いに励まし合い切
磋琢磨できる本当の仲間を増やしてもらいたいという思いから「麗澤会　次世
代リーダー育成プログラム」は３年前からスタートしました。
　今年のプログラムの目的は「リーダーシップについて学びあい、麗澤の絆を
強める」で、８月７日（金）～９日（日）の３日間で15名の受講生と５名の
プログラムOBOGがメンターとして参加してくれました。
　初日は岡田恭彦麗澤会会長から麗澤会の理念につながる「コモングッド」に
ついてお話をいただき、夕方からは体育館に移動し、全日本大学男子バレー
ボール選手権監督で、東京学芸大学の高橋宏文准教授より「スポーツコーチン
グ」を受けました。
　２日目は中川敏彰麗澤会常務理事（麗澤大学キャリアセンター長）から前職
であるヒーローホンダ社長時代のエピソードを交えながら「リーダーシップ」
について講義をいただきました。

　最終日はグループ毎に「若い世代
に麗澤会イベントに参加してもらう
には？」というテーマで、それぞれ
のアイデアを企画書にまとめてもら
い全国支部長会議に参加してくだ
さっていた支部長さんたちに向けて
プレゼンテーションをしました。

麗澤会次世代リーダー育成プログラム2015 in 柏

全
国
支
部
長
会
議
開
催

に
に
の
い
さ
プ
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▼ 昭和51年から使用し
てきた麗高男子寮

　現在の麗高男子寮の建物が、来年３月を
もって約40年の歴史に幕を閉じ、新しい
寮に建て替わります。そこで新男子寮が竣
工する当日に「ハローグッバイ男子寮祭
り」を開催します。旧男子寮の見学はラス
トチャンス。奮ってご参加ください。 ▲新男子寮パース

緊急告知

スケジュール（予定）

終了予定　17:30

プレイベント　グッバイお掃除（任意参加）　13:30 • 感謝のトイレ掃除
　 旧男子寮ロビーに集合。感謝のトイレ掃除。

エンディング　17:00

（18：00より、秋庭宏是44高・森光孝雅45高を中心とした
フォーク研OBによるパーティー＆ライブをキャンパスプラザ
会員会館で開催します）
（この機会を利用して、ぜひ期別同窓会などを検討ください）

新男子寮見学ハローツアー（任意参加）　15:30 　新男子寮前に集合

旧男子寮グッバイツアー 
（男子寮OBとその関係者限定）　16:00

　旧男子寮前に集合
•寮内見学　•お別れ夕礼
•七寮集会室にて夕礼の再現
•旧フォーク研究会メンバーによるライブなど
 その他現在企画中

「ハローグッバイ男子寮祭り」
開催決定

　旧男子寮前に集合
•旧男子寮前にて最後のお別れ
•男子寮に対する感謝の言葉掛け
•記念写真撮影

協 力 れいこう麗澤会・麗澤会千葉県支部・
れいたく掃除に学ぶ会

参 加 費 千円（当日払い）
お申し込み れいこう麗澤会ホームページ

reikou.reitakukai.jp
お問い合わせ info_chbreitaku@reitaku-u.ac.jp

会 場 麗澤高校男子寮（新・旧）

主 催 ハローグッバイ男子寮祭り実行委員会
（代表：高野倉匡人44高）

日 時 平成28年３月12日土
15：30～17：30

開
催
概
要



　四季折々の美しい自然に囲まれた、歴史と風格のあるショートコースの広池学園ゴルフ
クラブ。ゴルフ場から徒歩２分、キャンパスプラザ会員会館の宿泊・食事とプレイをセッ
トにしたお得な「麗澤会員対象　宿泊＆ゴルフ」プランです。ぜひご利用ください。

麗澤会員対象

キャンパスプラザ会員会館　TEL：04-7173-3558お申込・お問合せ先

のご案内

▶宿泊（シングル１名１室、ツイン２名１室利用）
▶食事（夕食、朝食）
▶プレイ代（グリーンフィ）

平日・休前日
スタート9：00～最終スタート15：00

２play（18ホール）

10,350円（税別）麗澤会員

12,800円（税別）一　　般

宿泊＋食事＋セルフプレイ
プラン

▶宿泊（シングル１名１室、ツイン２名１室利用）
▶食事（夕食、朝食、昼食、パーティ料理）
▶プレイ代（グリーンフィ）
※ パーティ料理は1,500円のオードブル＆ドリンク付で
す

※ 飲み放題は1,500円～、食事内容のご希望などご相談
下さい

※レンタル手引きカート別料金

平日・休前日
スタート9：00～最終スタート15：00

２play（18ホール）

麗澤会員 12,650円～（税別）
一　　般 15,100円～（税別）

プランに含まれるもの プランに含まれるもの

宿泊＋食事＋コンペ
プラン 10名様以上、

40名様まで

　　　   月・木曜日限定、９ホール   　　　
１名様3,334円、２名様（お一人）2,389
円、３名様（お一人）1,908円（税別）

PGAティーチングプロの
ラウンドレッスン付プランもあります
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平
成
27
年
10
月
20
日
ま
で
に
次
の
方
々
か

ら
協
力
金
な
ら
び
に
寄
付
金
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
篤
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

 

（
敬
称
略･

カ
ッ
コ
内
数
字
は
通
期
）

麗
澤
会
協
力
金

戸
川
浩
一
（
6
専
）、
泉
谷
勝
巳
（
11
専
）、

松
島
久
（
11
専
）、
高
橋
孝
典
（
15
短
）、
生

方
徹
夫
（
16
短
）、
小
倉
啓
司
（
18
高
）、
菊

仲
明
代
（
18
高
）、
三
輪
敦
子
（
18
短
）、
森

光
義
文
（
18
高
）、
浦
田
羕
一
郎
（
19
高
）、

田
中
駿
平
（
19
高
短
）、
中
川
千
恵
子
（
19

高
）、
有
吉
正
年
（
20
高
短
）、
五
百
城
啓
太

郎
（
20
高
）、
石
渡
英
雄
（
20
高
短
）、
小

島
佳
子
（
20
短
）、
清
水
省
一
（
20
高
）、

高
岡
忠
臣
（
20
高
）、
森
一
馬
（
20
高
）、

小
豆
沢
知
世
子
（
21
高
）、
大
野
淑
音
（
高

21
）、
岡
田
智
子
（
21
高
）、
川
嶋
忠
男
（
21

大
）、
篠
田
静
江
（
21
高
）、
谷
川
誠
士
（
21

高
）、
新
田
紘
輔
（
21
高
）、
平
川
種
徳
（
21

高
大
）、
三
上
晴
久
（
21
大
）、
武
藤
昌
夫

（
21
高
大
）、
横
田
義
信
（
21
高
大
）、
吉
田

豊
子
（
21
高
）、
渡
辺
愛
子
（
21
高
）、
有
阪

敏
（
22
大
）、
川
窪
靖
子
（
22
高
）、
桑
島
良

麿
（
22
大
）、
佐
坂
徳
（
22
高
）、
澤
村
和
男

（
22
高
大
）、
武
藤
成
生
（
22
高
）、
目
崎
八

重
子
（
22
高
）、
森
川
百
合
子
（
22
高
）、
山

岡
慶
次
（
22
高
）、
横
田
武
子
（
22
高
）、
岩

畔
勝
子
（
23
高
）、
江
間
良
子
（
23
高
）、
黒

梅
吉
英
（
23
高
大
）、
杉
山
博
子
（
23
高
）、

中
根
拓
代
（
23
高
）、
新
田
賢
治
（
23
高
）、

細
川
菁
子
（
23
高
）、
山
田
和
子
（
23
高
）、

山
本
幾
雄
（
23
高
）、
有
阪
ひ
で
（
24
高

大
）、
牛
田
道
雄
（
24
高
）、
会
田
璋
子
（
24

高
）、
梶
原
一
浩
（
24
高
大
）、
加
藤
栄
一
郎

（
24
高
）、
鈴
木
一
朗
（
24
大
）、
田
中
新
二

郎
（
24
高
大
）、
田
中
宏
子
（
24
大
）、
谷
澤

淳
子
（
24
大
）、
早
川
実
（
24
高
）、
三
谷
川

颯
子
（
24
大
）、
山
田
等
（
24
高
）、
淡
島
成

高
（
25
高
大
）、
石
渡
敏
子
（
25
高
）、
宇

佐
美
洋
子
（
25
高
）、
讃
井
た
つ
子
（
25
高

大
）、
成
瀬
恭
子
（
25
高
）、
古
川
定
邑
（
25

高
大
）、
光
恒
志
津
子
（
25
高
）、
宮
本
美
恵

子
（
25
高
）、
森
雅
子
（
25
高
）、
和
倉
健
二

（
25
大
）、
池
辺
祐
三
子
（
26
高
）、
熊
谷
和

重
（
26
高
）、
武
藤
梅
子
（
26
高
）、
大
橋
正

光
（
27
瑞
）、
田
中
秀
一
（
27
高
）、
田
中
拓

治
（
27
高
）、
那
須
嘉
志
郎
（
28
大
）、
井
上

義
雄
（
29
瑞
）、
関
俊
章
（
29
高
）、
中
山
哲

雄
（
29
瑞
）、
岩
城
英
治
（
30
高
大
）、
加
藤

史
子
（
30
高
）、
木
股
初
子
（
30
瑞
）、
西
川

強
（
30
高
）、
古
川
正
儀
（
30
高
）、
佐
野
忠

信
（
31
高
）、
太
田
喜
美
子
（
32
大
）、
廣
池

幹
堂
（
32
高
）、
青
木
久
子
（
33
高
）、
門
脇

本
一
（
33
瑞
）、
松
本
浩
一
（
33
高
）、
岩
城

順
子
（
34
高
）、
小
林
希
美
（
34
瑞
）、
村
田

三
郎
（
34
高
）、
栗
本
貞
子
（
35
瑞
）、
發
坂

卓
雄
（
35
高
大
）、
安
藤
逸
夫
（
36
高
）、
田

岡
啓
子
（
36
大
）、
中
田
啓
子
（
36
瑞
）、
奥

山
恵
俊
（
37
高
）、
高
木
治
代
（
37
瑞
）、
刀

川
昇
二
（
37
瑞
）、
福
澤
ひ
と
み
（
37
瑞
）、

岡
田
喜
（
38
高
）、
加
藤
義
彦
（
38
高
）、
小

林
寿
満
子
（
38
高
）、
小
林
弘
忠
（
38
高
）、

生
川
優
子
（
38
高
）、
松
本
真
佐
子
（
39

高
）、
秋
庭
宏
次
（
40
高
）、
加
藤
智
教
（
40

瑞
）、
伊
藤
啓
子
（
41
瑞
）、
川
又
明
（
41

高
）、
林
暢
子
（
41
高
）、
川
島
正
敬
（
42
瑞

大
）、
谷
口
寿
子
（
43
瑞
）、
玉
井
和
代
（
43

高
）、
石
浦
英
博
（
44
高
）、
飴
田
利
江
子

（
45
瑞
）、
新
居
直
美
（
46
高
）、
藤
澤
輝
幸

（
47
瑞
）、
窄
口
美
子
（
49
瑞
）、
和
泉
佐
恵

（
56
瑞
）、
七
條
佳
子
（
56
高
）、
新
井
誠

（
57
瑞
）、
大
谷
祥
寛
（
57
瑞
大
）、
西
山
ひ

ろ
み
（
57
瑞
）、
上
野
栄
和
（
58
高
）、
尾
島

洋
平
（
62
大
）、
玉
井
智
子
（
66
大
）、
埋
金

二
郎
（
67
瑞
大
）、
正
木
大
吾
（
68
瑞
大
）、

埋
金
三
郎
（
70
瑞
）、
大
薮
奉
寛
（
74
瑞
）、

西
智
弘
（
76
瑞
）、
匿
名 

2
名

奨

学

基

金

中
西
保
夫
（
30
瑞
）、
太
田
喜
美
子
（
32

大
）、
門
脇
本
一
（
33
瑞
）、
松
本
浩
一
（
33

高
）、
發
坂
卓
雄
（
35
高
大
）、
池
田
香
（
38

瑞
大
）、
松
本
真
佐
子
（
39
高
）、
秋
庭
宏
次

（
40
高
）、
黒
川
潤
（
45
高
）、
新
居
直
美

（
46
高
）、
小
澤
幸
穂
（
52
高
）、
鈴
木
昭
宏

（
54
大
）、
大
谷
祥
寛
（
57
瑞
大
）、
三
上
節

子
（
58
院
）、
上
野
栄
和
（
58
高
）、
大
薮
奉

寛
（
74
瑞
）

ス
ポ
ー
ツ
基
金

太
田
喜
美
子
（
32
大
）、
發
坂
卓
雄
（
35
高

大
）、
高
木
治
代
（
37
瑞
）、
福
田
比
奈
子

（
37
瑞
）、
池
田
香
（
38
瑞
大
）、
松
本
真
佐

子
（
39
高
）、
大
谷
祥
寛 

（
57
瑞
大
）、
大
薮

奉
寛
（
74
瑞
）

麗
澤･

箱
根
駅
伝（
麗
大
陸
上
競
技
部
）

河
村
良
三
（
28
高
）、
太
田
喜
美
子
（
32

大
）、
門
脇
本
一
（
33
瑞
）、
松
本
浩
一
（
33

高
）、
發
坂
卓
雄
（
35
高
大
）、
中
田
啓
子

（
36
瑞
）、
高
木
治
代 

（
37
瑞
）、
池
田
香

（
38
瑞
大
）、
岡
田
喜
（
38
高
）、
飯
田
秀
志

（
42
瑞
）、
大
谷
祥
寛
（
57
瑞
大
）、
大
薮
奉

寛
（
74
瑞
）、
贄
貴
紀
（
74
大
）

被
災
支
援
金

吉
田
豊
子
（
21
高
）、
太
田
喜
美
子 

（
32

大
）、
發
坂
卓
雄
（
35
高
大
）、
中
田
啓
子

（
36
瑞
）、
高
木
治
代
（
37
瑞
）、
新
居
直
美

（
46
高
）、
和
泉
佐
恵
（
56
瑞
）、
七
條
佳
子

（
56
高
）、
上
野
栄
和
（
58
高
）、
大
薮
奉
寛 

（
74
瑞
）

御
協
力
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す

麗澤大学
第５２回麗陵祭を終えて

大学オリジナルの文化と体育の祭典を――。そ
んな趣旨から年に一度の大学祭（麗陵祭）がス
タートしたのが昭和37年。受け継がれている
もの、変化したものとは。今年の実行委員長に
話を聞きました。

―
―
今
年
の
テ
ー
マ
「
Ｂ
ｏ
ｎ 

Ｖ
ｏ

ｙ
ａ
ｇ
ｅ
！
〜
後
悔
し
な
い
航
海
へ

〜
」
に
は
、
ど
ん
な
思
い
を
込
め
た
の

で
す
か
。

長
尾　

麗
陵
祭
自
体
を
〝
旅
〞
に
見
立

て
来
場
さ
れ
る
方
々
に
思
い
思
い
の
航

海
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
と
い
う
思
い
で

す
。
ま
た
学
生
に
と
っ
て
は
、
当
日
ま

で
の
失
敗
や
苦
労
と
い
う
荒
浪
に
負
け

ず
、
参
加
す
る
人
全
員
が
「
後
悔
」
し

な
い
３
日
間
に
し
た
い
、
そ
ん
な
思
い

も
込
め
ま
し
た
。
今
は
「
も
っ
と
こ
う

し
て
お
け
ば
」
と
思
う
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
す
が
、
こ
の
テ
ー
マ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
た
こ
と
へ
の
後
悔
は
一
切
あ
り
ま
せ

ん
。

―
―
ス
タ
ッ
フ
２
０
０
名
を
束
ね
る

リ
ー
ダ
ー
役
、
苦
労
も
多
か
っ
た
の
で

は
。

長
尾　

自
ら
望
ん
で
つ
い
た
役
で
は
な

い
で
す
が
、み
ん
な
が
選
ん
で
く
れ
て
。

「
50
年
以
上
も
続
く
麗
陵
祭
を
な
く
し

て
は
い
け
な
い
」「
つ
な
い
で
く
だ
さ
っ

た
方
々
の
た
め
に
も
」と
い
う
責
任
感

か
ら
始
め
た
ん
で
す
。自
分
は
ど
ん
な

リ
ー
ダ
ー
に
な
れ
ば
い
い
の
か
っ
て
一

年
中
考
え
て
い
ま
し
た
。先
生
や
職
員

の
方
、先
輩
た
ち
に
助
け
て
い
た
だ
い

て
、そ
こ
に
感
謝
で
き
る
自
分
に
も
な

れ
た
の
は
大
き
か
っ
た
で
す
。

―
―
麗
大
に
入
っ
た
き
っ
か
け
は
？

長
尾　

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
来
た

時
の
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
の
対
応
が
、

他
の
大
学
と
比
べ
物
に
な
ら
な
い
く
ら

い
よ
く
て
。
押
し
付
け
ず
、
一
緒
に
歩

い
て
く
れ
る
よ
う
な
人
の
温
か
さ
を
感

じ
ま
し
た
。
そ
れ
が
決
め
て
で
す
。

―
―
来
年
は
４
年
生
。
ど
ん
な
一
年
に

長
尾　

就
活
が
始
ま
り
ま
す
が
「
人

の
た
め
に
な
る
仕

事
」
を
し
た
い
で

す
ね
。
涙
を
流
し

て
達
成
感
を
み
ん

な
と
共
有
す
る
、

こ
の
経
験
を
生
か

し
た
い
で
す
。

麗陵祭実行委員長
外国語学部

中国語専攻３年

長
なが

尾
お

　麻
ま

由
ゆ
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て
い
る
。
そ
の
ほ
か
長
男
の
公
道
さ
ん

が
ア
メ
リ
カ
直
輸
入
の
服
や
バ
ス
ケ
ッ

ト
シ
ュ
ー
ズ
の
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
「
ト

ロ
ワ
オ
ム
」
を
切
り
盛
り
す
る
。

　

そ
ん
な
多
彩
な
一
家
を
ま
と
め
る
の

が
、
夫
で
あ
り
、
父
で
あ
る
進
さ
ん
。

保
険
代
理
を
主
事
業
と
す
る
㈱
松
浪
総

合
の
社
長
で
あ
り
、
麗
澤
会
常
任
理
事

関
西
ゾ
ー
ン
長
、
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所

大
阪
府
大
阪
市
モ
ラ
ロ
ジ
ー
協
議
会
長

な
ど
多
方
面
で
要
職
を
こ
な
す
。

　

実
は
進
さ
ん
の
亡
き
父
・
賢
治
さ
ん

も
麗
澤
6
期
生
。
さ
か
の
ぼ
れ
ば
祖
父

母
が
麗
澤
の
前
身
で
あ
る
道
徳
科
学
専

攻
塾
別
科
の
卒
業
生
で
あ
り
、
以
来
、

松
浪
の
家
に
麗
澤
精
神
が
受
け
継
が
れ

た
。
進
さ
ん
は
麗
高
に
進
ん
だ
姉
に
続

き
昭
和
41
年
、
学
ラ
ン
に
身
を
包
み
、

学
園
の
門
を
く
ぐ
っ
た
。

　

在
学
中
に
転
機
が
あ
っ
た
。「
お
父

さ
ん
が
交
通
事
故
や
」。
急
を
告
げ
る

電
話
に
大
阪
へ
戻
る
と
、「
今
晩
が
峠

で
す
」
と
医
師
。〝
も
う
あ
か
ん
か
も

…
…
〞。
誰
も
が
下
を
向
き
か
け
た

時
、
母
が
顔
を
上
げ
た
。
家
族
を
集
め

「
助
か
る
か
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
も
、

今
こ
そ
家
族
の
心
を
一
つ
に
し
て
、
お

父
さ
ん
が
望
む
家
づ
く
り
に
力
を
合
わ

せ
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。「
幸

い
父
は
助
か
り
、
あ
の
一
件
か
ら
松
浪

の
家
は
本
当
の
意
味
で
、
麗
澤
精
神
、

モ
ラ
ロ
ジ
ー
に
生
き
る
家
に
変
わ
っ
て

い
き
ま
し
た
」
と
進
さ
ん
。

　

「
今
日
こ
う
し
て
家
族
が
絆
で
結
ば

れ
、
仲
良
く
幸
せ
に
暮
ら
せ
て
い
る
の

も
、
麗
澤
の
教
え
が
根
っ
こ
に
あ
る
か

ら
。
ほ
ん
ま
麗
澤
に
感
謝
で
す
」。
代

を
累
ね
て
心
を
育
て
る
、
松
浪
一
家
の

温
か
な
笑
顔
に
会
い
た
く
て
、
今
日
も

た
く
さ
ん
の
お
客
が
店
を
訪
れ
る
。

　

大
阪
・
心
斎
橋
駅
か
ら
徒
歩
３
分
。

高
級
ブ
ラ
ン
ド
や
お
し
ゃ
れ
な
カ
フ
ェ

が
並
ぶ
通
り
の
一
角
で
、
存
在
感
を
放

つ
セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
「
ト
ロ
ワ
」。

３
を
表
す
フ
ラ
ン
ス
語
か
ら
な
る
店
名

ど
お
り
、
エ
レ
ガ
ン
ス
・
モ
ー
ド
・
ラ

グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
の
三
拍
子
そ
ろ
っ
た
品

ぞ
ろ
え
で
、
店
内
に
は
本
場
イ
タ
リ

ア
、
フ
ラ
ン
ス
の
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
な
情

緒
が
漂
う
。

　

他
で
は
手
に
は
い
ら
な
い
、
自
分
だ

け
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
―
―
。
そ
ん
な

目
の
肥
え
た
女
性
客
か
ら
支
持
さ
れ
る

の
が
店
主
の
松
浪
緑
さ
ん
、
長
女
の
礼

子
さ
ん
、
次
女
の
慈
子
さ
ん
。「
３
人

と
も
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
が
と
て
も
好
き
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
買
い
付
け
も
役
割
分

担
し
な
が
ら
、
３
人
で
行
っ
て
い
ま

す
」（
緑
さ
ん
）。
店
舗
は
心
斎
橋
店
の

ほ
か
に
２
店
舗
、
計
３
店
舗
を
経
営
し

道
徳
は
家
庭
か
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■セレクトショップ「トロワ」
心斎橋店
大阪府大阪市中央区南船場4-13-8
エステート心斎橋1階
TEL：06-4708-6570
■株式会社松浪総合
大阪府大阪市城東区蒲生3-14-4 
TEL：06-6931-2568
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　平成28年（2016）は、廣池学園創立者廣池千九郎先生（1866～1938）の生誕150年にあたります。麗
澤会では、これを機に、麗澤会員が廣池千九郎先生を知り、麗澤の『絆』をより強めること。加えて、母校
の将来の発展を願う、恩人・恩師に感謝することを若い世代へ、しっかりと価値を継承するために、麗澤会
として「心の襷リレー」、「船渡御」、「全国同時開催すき焼き大会」の三記念行事を企画いたしました。
　会員の皆様には是非ご参加をいただきたくご案内いたします。

開
催

創立者廣池千九郎先生
生誕150年記念行事

スタート　平成28年３月27日（日）「廣池千九郎生誕記念の集い」（中津記念館）
ゴ ー ル　平成28年６月５日（日）「伝統の日　感謝の集い」（廣池学園）

澤の絆・心の襷リレー麗

　母校麗澤の創立者廣池千九郎先生を偲び、各支部において先生ゆ
かりの地を訪ね、先生の史跡・事蹟を学ぶことで麗澤会の活性化に
つなげる。

開催目的

　廣池千九郎先生生誕150年を記念に、麗澤会
本部、関西ゾーン、関西各支部が一体となって
主管し、大阪天満宮船渡御に参加する（なお、
麗澤会として船渡御参加は３回目となり、当会
としては今回が最後となります）。
　恩師、恩人、並びに当会が日ごろお世話に
なっている方々をお招きし、会員、家族で恩
人・恩師に感謝の心を伝える。

開催目的

　全国各地に広がる「麗澤健児」が各支部を中心として集う機会をつくり、都道府県ごとに「点から線
へ」つながり、時代は変化しましたが今後の母校の発展と未来のために、麗澤会員一丸となって、より
絆を強めていければと思っております。 麗澤会常任理事楠田正義（22大）

実行委員長挨拶

同封のチラシをご利用ください。参加申込

　期間中に各支部において自主的に廣池千九郎先生にまつわる独自
の企画を立てて実施、各支部の活性化を図る。テーマは【人間　廣
池千九郎先生】とし、その企画内容は各支部が決定する。
　「心の襷リレー」として実際に走って襷を渡すことはしません
が、各支部で企画を実施した際には、同事業の象徴として全国共通
の「フラッグ」を中心に動画または写真撮影を行います。各支部の
個々の活動は公式フェイスブックページに随時掲載していきます。

開催概要

支部単位（合同開催も可：ゾーン開催協力）実施単位

北海道、青森県、茨城県、千葉県、東京都、神奈川県、新潟県、山梨県、長野県、岐阜県、愛知県、三重県、
滋賀県、京都府、大阪府、奈良県、和歌山県、鳥取県、島根県、岡山県、広島県、愛媛県、高知県、福岡県、
佐賀県、長崎県、熊本県、大分県、宮崎県、鹿児島県 （平成27年11月21日現在）

参加支部

　廣池千九郎先生生誕150年を記念に、麗澤会
の絆を、普段あまり参加されない方、若い（全
寮制終了以降）世代に感じていただく。

開催目的

　支部単位（合同開催も可：ゾーン開催協力）。
　全国会場をインターネットで同時中継し、行
事を盛り上げます。

実施単位

北海道、愛知県、三重県
※ 次号会報（平成28年７月発行）で詳細をご連絡します。

参加支部

　「麗澤の絆・心の襷リレー」、「全国同時開催すき焼き大会」は、麗澤会都道府県支部単位で開
催しますので、お住まいの支部の連絡先が不明の方は本部事務局までお問い合わせください。問い合わせ先

メールアドレス reitakukai@ad.reitaku-u.ac.jp　　☎04-7173-3205

平成28年11月３日(木･祝)
国同時開催すき焼き大会全

平成28年７月25日（月）
渡御船
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